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一般会計当初予算

目的別歳出の状況 前年度比　6.0％増（1億6,800万円）

平成　   年度27

29億4,600万円

歳 入
29億4,600万円

農林水産業費 17.5%

5億1,659万2千円

土木費　8.7%

2億5,517万9千円

公債費　12.8%

3億7,780万3千円

民生費　17.8%

5億2,434万円

教育費　5.8%
1億7,144万1千円

消防費　1.4%
3,959万8千円

災害復旧費 1.3%
3,875万2千円

議会費　1.7%
5,027万6千円

商工費　2.0%
5,833万8千円

衛生費　5.3%
1億5,607万3千円

予備費 0.3%
938万2千円

総務費　25.4%

7億4,822万6千円

地方交付税
　　39.0％

11億5,000万円

繰入金
17.0％

5億35万8千円

町債
16.8％
4億9,580万円

人件費
16.8％
4億9,488万7千円

公債費
12.8％

3億7,780万3千円物件費
24.1％

7億840万8千円 扶助費 7.6％

普通建設事業費
20.1％

5億9,294万1千円

4億7,765万5千円

国県支出金
16.2％

使用料
分担金及び負担金
財産収入
諸収入
繰越金
手数料
寄付金

4,614万2千円
3,533万4千円
1,888万9千円
1,435万3千円
1,118万2千円

222万円　　
36万6千円

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
交通安全対策特別交付金
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方特例交付金

4,000万円
1,500万円

450万円
40万円
30万円
5万円
5万円
5万円

2.1％

4.4％

町 税　4.5％

1億3,335万1千円

固定資産税
町民税
軽自動車税
町たばこ税
入湯税

7,894万5千円
4,279万7千円

586万2千円
406万円　　
168万7千円

〔内訳〕

義務的経

費
　3

7
.2

％

％4.14
　

費
経

の
他

の

そ

依

存
財
源

災害復旧事業費  1.3％

3,875万2千円

2億2,447万4千円2億2,447万4千円

繰出金
6.5％
1億9,148万

3千円補助費等 7.9％補助費等 8.0％
2億3,382万9千円

投資的経費
21.4％

74.1％

性質別歳出の状況

歳 出
29億4,600万円

％9.52
源財

主
自

積立金
維持補修費
予備費
投資及び出資貸付金

4,223万7千円
2,762万6千円

938万2千円
417万8千円

2.8％
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特　別　会　計

主な事業
（単位：千円）

（単位：千円）

一  般  会  計一  般  会  計

　平成27年度一般会計当初予算は、29億4,600万円で、前年度と対比しますと、1億6,800万円（6.0％）の増
額となっています。主な要因は社会保障･税番号制度改正に伴うシステム改修、ゼロウェイストブランドを
活用した循環型まちづくり構想事業、FTTH設備更改事業負担金等の増額によるものです。
　歳入については、地方交付税は前年度より１億円多い、11億5,000万円を計上、財政調整基金繰入金は前
年度より200万円少ない、4億8,000万円を計上しています。
　地方債は、前年度より7,570万円少ないものの、太陽光設備設置工事、月ヶ谷温泉交流施設改修工事、キ
ャンプ場再開発改修工事等、4億9,580万円を計上しています。
　歳出については、人件費、扶助費、公債費の義務的経費が10億9,716万4千円で、前年度比5.3％の増です。
　また、投資的経費は、4億8,813万2千円で、前年度比13.5％の増額となっています。
　その他の経費は、13億6,070万4千円で、前年度比4.2％の増額となっております。

特　別　会　計　名 本年度予算額 前年度予算額
 比　　較

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

上 勝 診 療 所

福 原 診 療 所

東 簡 易 水 道

西 簡 易 水 道

いっきゅう簡易水道

奨 学 資 金

後 期 高 齢 者 医 療

高 鉾 財 産 区

福 原 財 産 区

計

295,007
360,000
105,713
26,654
34,466
16,000
13,500
3,601

42,464
1,000
1,000

899,405

270,000
359,169
110,463
27,792
33,840
16,000
15,000
3,601

44,319
800
800

881,784

25,007
831

△ 4,750
△ 1,138

626
0

△ 1,500
0

△ 1,855
200
200

17,621

財務諸表作成更新業務

公共施設等総合管理計画作成支援業務

基幹系システム機器更新

情報系システム機器更新

ＦＴＴＨ設備更改事業負担金

上勝町地域集会所修繕補助金

電源立地地域対策交付金事業

太陽光設備設置工事

交通安全対策工事

上勝の魅力発信

Ｕストリーム上勝ＴＶ放映

集落支援員

地域おこし協力隊

起業人材確保育成支援事業委託料

起業人材確保育成支援事業補助金

上勝町美しい集落再生プラン支援補助金

「いっきゅうと彩の里・かみかつ」魅力発信支援事業補助金

代替バス運行業務委託料

児童等転入支度金事業交付金

社会保障・税番号制度改正に伴うシステム改修

戸籍システム機器更新

県知事県議会議員選挙費

上勝町議会議員一般選挙費

一般廃棄物運搬支援費

重度在宅者住宅改造補助金

高齢者住宅改造補助金

乳幼児等医療費

児童手当費

保育所運営費

放課後児童健全育成事業委託料

母子保健事業費

健康増進事業費

一般廃棄物中間処理業務等委託料

合併処理浄化槽設置補助金

ゼロウェイストブランドを活用した循環型まちづくり構想事業

リサイクル資源運搬手数料

ふるさと水と土保全事業補助金

彩農業等育成事業補助金

香酸柑橘生産振興事業補助金

新規就農総合支援給付金

中山間地域等直接支払事業

月ヶ谷温泉交流施設改修工事

東部広域農道整備事業負担金

大北地区簡易給水施設整備事業基本設計業務

国土調査事業費

農林産業施設整備事業

有害鳥獣買上金

上勝町鳥獣害防止対策協議会負担金

間伐実施事業補助金

間伐材等搬出補助金

森林基盤整備事業（林道開設）

森林整備加速化・林業飛躍事業

県単治山事業

上勝町雇用推進事業補助金

いっきゅう茶屋POSシステム改修事業補助金

キャンプ場再開発改修工事

社会資本整備総合交付金事業

藤川住宅改修工事

徳島県総合情報通信ネットワークシステム再整備事業負担金

スクールバス運行業務委託料

高鉾公民館 ホームエレベーター設置工事

文化的景観保護推進事業

テニスコート改修工事

傍示定住センター　トイレ改修工事

3,336

1,582

24,408

5,616

135,224

600

1,000

32,508

1,100

324

648

9,568

32,032

8,969

10,630

10,000

2,330

25,244

900

42,272

17,820

3,613

3,334

668

600

1,200

5,040

18,410

66,799

6,748

1,917

5,838

9,573

1,682

30,167

2,211

500

1,500

500

18,000

31,730

27,945

5,000

972

136,968

25,000

18,000

854

1,400

3,400

90,103

7,744

10,170

24,000

1,152

24,753

142,000

17,456

8,337

15,155

8,141

6,748

2,960

1,389
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市
町
村
合
併
、
行
政
改
革
、
地
方
分
権
、
行
政
評
価
、
重
要
施
策
の
総
合
調
整
、
訴
訟
、
渉
外
事
務
、
職
員
の
任
用
、
町
村
会
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

服
務
及
び
賞
罰
、
職
員
団
体
、
人
材
育
成
計
画
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

敷
地
料
、
消
防
防
災
、
防
犯
、
防
災
行
政
無
線
、
高
度
情
報
化
施
策
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等
保
守
管
理
、
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

儀
式
、
表
彰
、
公
印
の
管
守
、
職
員
の
健
康
管
理
、
職
員
研
修
、
職
員
の
給
与
、
共
済
及
び
公
務
災
害
補
償
、
公
平
委
員
会
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

総
合
賠
償
補
償
保
険
、
臨
時
職
員
雇
用
・
契
約
、
そ
の
他
行
政
事
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

議
会
招
集
・
議
案
、
条
例
規
則
、
情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
、
公
示
、
指
定
管
理
、
名
総
代
会
、
文
書
の
整
理
保
存
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

国
土
利
用
計
画
、
統
計
調
査
、
番
号
制
度
導
入
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

財
政
総
合
調
整
、
交
付
税
・
譲
与
税
、
財
政
状
況
調
査
︵
決
算
統
計
︶、
辺
地
総
合
整
備
計
画
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
、
町
の
予
算
・
決
算
、
地
方
債
、
自
治
法
報
告
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

選
挙
、
業
者
指
名
願
、
物
品
及
び
備
品
の
管
理
、
公
有
財
産
及
び
施
設
の
管
理
、
交
通
安
全
　
公
用
自
動
車
、
庶
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

印
刷
、
文
書
収
受
発
送
、
庁
内
外
の
用
務
及
び
環
境
美
化
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

人
権
擁
護
、
行
政
相
談
、
小
松
島
市
外
三
町
村
衛
生
組
合
、
行
路
病
人
・
行
路
死
亡
人
、
社
会
福
祉
協
議
会
指
導
、
診
療
所
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

弔
慰
金
、
災
害
救
助
、
生
活
保
護
、
介
護
保
険
認
定
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

介
護
保
険
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

重
度
心
身
障
害
者
医
療
、
障
害
者
福
祉
、
老
人
医
療
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
学
童
保
育
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

国
民
年
金
、
児
童
手
当
、
住
基
、
戸
籍
、
印
鑑
登
録
、
身
分
証
明
、
中
長
期
在
留
事
務
、
墓
地
及
び
埋
火
葬
の
許
可
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

国
民
健
康
保
険
、
そ
の
他
諸
届
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

高
齢
者
福
祉
、
在
宅
福
祉
、
高
齢
者
の
安
心
安
全
見
守
り
事
業
、
老
人
ホ
ー
ム
措
置
、
民
生
・
児
童
委
員
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

介
護
予
防
活
動
セ
ン
タ
ー
、
救
急
業
務
・
患
者
輸
送
、
し
尿
処
理
、
合
併
浄
化
槽
整
備
、
犬
の
登
録
・
注
射
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

保
育
園
、
誕
生
証
書
・
祝
金
、
転
入
支
度
金
、
乳
幼
児
医
療
、
児
童
福
祉
、
母
子
福
祉
、
青
少
年
健
全
育
成
、
児
童
扶
養
手
当
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
男
女
共
同
参
画
、
同
和
事
業
、
自
衛
隊
に
関
す
る
こ
と
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

精
神
保
健
福
祉
、
自
立
支
援
医
療
、
特
定
健
診
、
保
健
指
導
、
健
康
増
進
、
保
健
計
画
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

母
子
保
健
、
保
育
園
・
学
校
保
健
と
の
連
携
、
予
防
接
種
、
感
染
症
予
防
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

診
療
所
業
務
の
総
括
、
外
来
、
救
急
患
者
の
診
療
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

予
算
、
決
算
、
土
地
・
建
物
の
維
持
管
理
、
物
品
・
機
器
の
購
入
管
理
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

看
護
師
業
務
の
総
括
、
勤
務
表
の
調
整
、
在
宅
看
護
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

看
護
師
業
務
、
月
例
行
事
の
調
整
、
学
校
保
健
関
係
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

看
護
師
業
務
、
医
薬
品
︵
災
害
医
薬
品
を
含
む
︶
の
管
理
及
び
保
管
、
健
祥
会
関
係
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

理
学
療
法
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

受
付
業
務
、
診
療
報
酬
請
求
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

診
療
所
業
務
の
総
括
、
外
来
、
救
急
患
者
の
診
療
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

予
算
、
決
算
、
土
地
・
建
物
の
維
持
管
理
、
物
品
・
機
器
の
購
入
管
理
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

看
護
師
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

看
護
師
業
務
の
管
理
、
医
薬
品
の
管
理
及
び
保
管
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

看
護
師
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

受
付
業
務
、
診
療
報
酬
請
求
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

平成27年５月１日現在の行政機構と事務分掌です。

課
　
名

事
　
　
務
　
　
分
　
　
掌

担 

当 

者 

氏 

名

町　長　花 本 　 靖

副町長　森 　 周 一

上
勝
町
診
療
所

 

所
長
　
木 

下 

英 

孝

上
勝
町
福
原
診
療
所

 

所
長
　
木 

下 

英 

孝
︵
兼
︶

総
務
課

課
長横 

山 

武 

志

税
務
課

課
長傍 

示 

佳 

孝

住
民
課

課
長峯 

下 

恭 

次

出
納
室

会
計
管
理
者

兼
出
納
室
長

細 

束 

仁 

美

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

細

束

仁

美

事

務

主

任

菅

翠

課

長

傍

示

佳

孝

課

長

補

佐

高

橋

暁

美

事

務

主

任

久

米

繁

樹

主

事

補

松

満

芳

典

臨

時

職

員

青
木
有
紀
子

出
納
室
総
括
、
伝
票
審
査
︵
全
般
︶、
各
種
支
払
関
係
、
各
種
基
金
等
の
保
管
、
決
算
、
指
定
金
融
機
関
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

日
報
・
月
報
の
作
成
、
伝
票
審
査
・
起
票
、
例
月
・
決
算
監
査
、
使
用
料
金
の
回
収
、
代
替
バ
ス
回
数
券
、
生
活
保
護
費
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

税
政
及
び
国
保
総
括
、
法
人
町
民
税
、
入
湯
税
、
た
ば
こ
税
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
、
予
算
・
決
算
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

特
定
健
診
・
疾
病
予
防
、
税
番
号
制
度
導
入
、
高
額
療
養
費
貸
付
、
租
税
教
室
、
例
規
整
備
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

町
県
民
税
課
税
・
徴
収
・
納
税
相
談
、
軽
自
動
車
税
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
、
各
種
税
目
収
納
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

税
政
等
各
種
総
括
補
佐
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

国
保
予
算
・
決
算
、
国
保
給
付
事
務
、
国
保
各
種
業
務
、
高
齢
者
受
給
者
証
等
、
国
民
健
康
保
険
税
課
税
・
徴
収
・
納
税
相
談
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

固
定
資
産
税
課
税
・
徴
収
、
償
却
資
産
、
土
地
・
家
屋
の
評
価
・
管
理
等
、
滞
納
徴
収
、
納
税
相
談
、
滞
納
整
理
機
構
、
広
報
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

税
務
課
事
務
補
助
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

事
務
長︵
嘱
託
員
︶

島 

田 

洋 

美
　
　

 

事
務
長︵
嘱
託
員
︶

島 

田 

洋 

美
︵
兼)

所

長

木

下

英

孝

事
務
長
︵
嘱
託
員
︶

島

田

洋

美

看

護

師

長

柳

谷

明

子

看

護

師

岸

本

千

晴

看

護

師

金

児

由

華

理
学
療
法
士

湯

浅

佳

代

臨

時

職

員

新

開

愛

子

花
本
真
由
美

・

(兼) (兼)

看

護

師

岸

本

千

晴

臨

時

職

員

花
本
真
由
美

新

開

愛

子

・

(兼)

看

護

師

金

児

由

華

(兼)

所

長

木

下

英

孝

(兼)

事
務
長
︵
嘱
託
員
︶

島

田

洋

美

(兼)

看

護

師

長

柳

谷

明

子

(兼)

課

長

横

山

武

志

課

長

補

佐

久

保

昌

弘

課

長

補

佐

新

田

秀

子

行

政

係

長

松

岡

秀

美

事

務

主

任

長

木

孝

浩

主

事

田

村

真

一

主

事

補

緒

方

温

望

用

務

員

阿

部

順

子

課

長

峯

下

恭

次

課
長
補
佐
兼
戸
籍
係
長

中

尾

陽

子

課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長

中

岡

卓

也

事

務

主

任

三

原

知

美

主

事

森

積

昭

仁

主

事

補

浅

野

　

豪

保

健

師

補

西

　

麻

衣

保

健

師

補

立

川

拓

也

4



議　会

教
育
委
員
会
の
会
議
、
教
育
機
関
職
員
の
任
免
・
分
限
・
懲
戒
及
び
人
事
給
与
、
県
費
職
員
の
任
免
等
内
申
、
学
級
編
成
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

学
校
給
食
、
公
印
の
管
守
、
郡
・
町
校
長
会
、
請
願
、
陳
情
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

若
者
定
住
促
進
、
教
育
予
算
、
学
校
教
育
施
設
維
持
管
理
・
教
育
財
産
の
取
得
、
教
育
関
係
条
例
・
規
則
の
制
定
・
改
廃
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

奨
学
資
金
、
通
学
・
代
替
バ
ス
、
国
際
交
流
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
教
員
住
宅
、
叙
位
・
叙
勲
、
学
校
安
全
、
教
育
委
員
会
評
価
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

通
学
・
代
替
バ
ス
の
運
行
・
購
入
、
社
会
教
育
関
係
調
査
・
統
計
、
読
書
振
興
、
文
化
財
保
護
、
生
涯
学
習
補
助
金
、
成
人
式
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

町
・
郡
人
権
教
育
推
進
協
議
会
、
人
権
教
育
、
社
会
教
育
関
係
庶
務
等
、
公
民
館
連
絡
協
議
会
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

文
書
収
受
・
庁
中
日
誌
、
学
齢
簿
、
入
学
関
連
、
教
科
書
等
教
材
、
学
校
医
、
学
校
保
健
、
災
害
共
済
給
付
金
、
教
育
調
査
等
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

児
童
生
徒
の
就
学
援
助
及
び
育
英
、
特
別
支
援
教
育
、
学
校
教
育
関
係
各
種
契
約
、
学
校
食
育
推
進
委
員
会
、
学
校
施
設
台
帳

就
学
時
検
診
、
学
校
教
育
関
係
庶
務
等
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
郡
陸
協
、
社
会
体
育
振
興
、
文
化
振
興
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

社
会
教
育
財
産
の
維
持
管
理
、
施
設
使
用
料
徴
収
、
自
然
教
育
セ
ン
タ
ー
、
景
観
計
画
、
重
要
文
化
的
景
観
推
進

文
化
的
景
観
保
護
推
進
事
業
、
教
育
施
設
工
事
等
、
徳
島
東
部
地
域
ス
ポ
ー
ツ
事
業
、
社
会
体
育
関
係
庶
務
等
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

高
齢
者
教
室
、
魅
力
あ
る
若
者
生
活
モ
デ
ル
事
業
、
青
年
関
係
団
体
等
指
導
育
成
、
小
中
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
活
用
、
英
会
話
教
室
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

課
の
総
括
、
予
算
、
基
本
構
想
及
び
振
興
計
画
、
公
共
施
設
跡
地
利
用
計
画
、
公
共
用
地
の
確
保
、
新
規
事
業
の
企
画
・
調
査
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

東
部
地
区
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
、
企
画
ま
ち
づ
く
り
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

地
方
創
生
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

移
住
・
交
流
︵
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
受
入
含
む
︶、
起
業
人
材
確
保
育
成
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

上
勝
町
持
続
可
能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
上
勝
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
徳
大
・
上
勝
学
舎
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

電
源
交
付
金
事
業
、
ダ
ム
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
か
み
か
つ
棚
田
の
め
ぐ
み
活
用
会
議
、
課
題
解
決
先
進
市
町
村
戦
略
交
付
金
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
勝
浦
川
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
会
、
公
害
防
止
、
産
業
廃
棄
物
、
消
費
者
行
政
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
計
画
、
ご
み
処
理
計
画
・
収
集
、
環
境
施
設
の
管
理
、
環
境
保
全
及
び
教
育
、
四
国
の
み
ち
、
地
域
再
生
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

広
報
広
聴
、
ふ
る
さ
と
創
生
夢
基
金
︵
人
材
育
成
事
業
︶、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
情
報
発
信
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
、
１
Ｑ
運
動
会
、
１
Ｑ
塾
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
文
書
・
伝
票
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

集
落
再
生
支
援
等
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

企
画
環
境
課
事
務
補
助
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

支
所
及
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

文
書
の
収
受
、
伝
票
処
理
、
戸
籍
及
び
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
の
受
付
処
理
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

住
民
異
動
、
印
鑑
登
録
、
各
種
証
明
書
の
発
行
、
町
税
等
の
代
収
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⋯
⋯
⋯

各
課
関
係
申
請
等
受
付
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⋯
⋯
⋯

課
の
総
括
、
予
算
、
農
林
産
業
等
施
設
、
第
三
セ
ク
タ
ー
育
成
・
指
導
、
上
勝
町
雇
用
推
進
事
業
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

農
業
委
員
会
︵
農
業
者
年
金
含
む
︶、
農
業
の
担
い
手
確
保
育
成
、
農
用
地
利
用
集
積
、
農
地
中
間
管
理
、
経
営
強
化
基
盤
促
進
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

物
産
宣
伝
及
び
斡
旋
、
商
工
業
の
振
興
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

県
単
農
業
振
興
、
有
機
農
業
推
進
、
青
年
就
農
給
付
金
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
、
農
業
振
興
地
域
整
備
、
経
営
構
造
対
策
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

山
振
事
業
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
、
多
面
的
機
能
支
払
制
度
、
環
境
保
全
型
直
接
支
払
制
度
、
そ
の
他
農
業
の
振
興
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

森
林
施
業
集
約
化
支
援
交
付
金
、
森
林
経
営
計
画
、
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
飛
躍
事
業
、
林
産
物
、
森
林
整
備
担
い
手
対
策
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

森
林
組
合
、
林
業
技
術
普
及
、
林
業
振
興
、
と
く
し
ま
豊
か
な
森
づ
く
り
事
業
、
ふ
る
さ
と
水
と
土
の
保
全
︵
蔭
切
り
︶　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

有
害
鳥
獣
及
び
狩
猟
、
森
と
み
ど
り
の
会
、
生
産
調
整
・
食
糧
管
理
、
農
業
改
良
普
及
、
畜
産
、
農
産
物
加
工
、
観
光
振
興
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

資
金
、
労
働
力
、
視
察
対
応
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

産
業
課
事
務
補
助
︵
文
書
・
伝
票
︶　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

小
・
中
学
校

事務分掌一覧事務分掌一覧教育長　立 川 信 彦

産
業
課

課
長吉 

積 

弘 

成

企
画
環
境
課

課
長多 

田 

光 

利

建
設
課

課
長中 

原 

雅 

和

用

務

員

谷

崎

香

里

臨
時
用
務
員

大
久
保
あ
や

社

長

横

石

知

二

㈱
い
ろ
ど
り
へ
退
職
派
遣

派
遣
期
間
　
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

支

所

長

吉

積

　

忍

支

所

係

長

長

木

純

枝

支

所

係

長

石

木

由

雄

支

所

主

事

横

田

正

和

(兼) (兼)(兼)

事

務

局

長

井

本

直

幸

事

務

主

任

菅

翠

用

務

員

阿

部

順

子

(兼)(兼)

教

育

長

立

川

信

彦

事

務

局

長

吉

積

　

忍

係

長

石

木

由

雄

主

事

横

田

正

和

係

長

長

木

純

枝

嘱

託

員

瀬

戸

邦

夫

(兼)

支 

所

支
所
長

吉 

積 　

 

忍

議
会
事
務
局

事
務
局
長

井 

本 

直 

幸

教
育
委
員
会

事
務
局
長

吉 

積 　

 

忍

課
の
総
括
、
工
事
検
査
、
一
般
及
び
特
別
会
計
予
算
・
決
算
、
地
籍
調
査
事
業
検
査
、
県
道
改
良
及
び
維
持
補
修
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

県
営
事
業
総
括
、
県
単
・
維
持
・
特
殊
改
良
工
事
、
県
道
・
県
河
川
の
災
害
復
旧
事
業
、
土
木
地
す
べ
り
・
砂
防
工
事
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

水
利
権
の
取
得
、
公
共
用
地
の
取
得
及
び
敷
地
造
成
、
公
共
施
設
建
築
・
補
修
、
公
営
・
町
営
住
宅
維
持
・
管
理
、
住
宅
建
設
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

東
部
広
域
農
道
、
耕
地
地
す
べ
り
対
策
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

福
原
２
地
区
地
籍
調
査
、
地
籍
調
査
成
果
数
値
情
報
化
、
森
林
情
報
の
整
備
、
国
有
地
・
県
有
地
払
い
下
げ
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

入
札
及
び
契
約
、
特
別
会
計
処
理
、
伝
票
・
文
書
処
理
、
水
道
料
金
・
住
宅
使
用
料
の
徴
収
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

公
営
・
町
営
住
宅
の
入
退
去
、
日
浦
ロ
ー
ド
オ
ア
シ
ス
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

四
等
三
角
点
設
置
、
境
界
杭
設
置
事
業
、
柳
谷
・
旭
地
区
の
地
籍
調
査
、
法
務
局
と
の
連
絡
調
整
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

残
土
処
理
場
管
理
、
町
道
新
設
・
改
良
事
業
︵
社
会
資
本
整
備
︶、
林
道
・
作
業
道
開
設
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

簡
易
水
道
の
維
持
管
理
、
上
水
道
の
新
規
計
画
、
農
業
農
村
整
備
事
業
管
理
、
非
補
助
・
県
単
土
地
改
良
事
業
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
、
農
道
台
帳
管
理
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

河
川
管
理
・
台
帳
、
町
道
認
定
・
台
帳
の
整
備
、
公
共
土
木
災
害
復
旧
、
町
道
の
維
持
・
修
路
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

登
記
事
務
、
町
道
の
維
持
修
路
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

電
源
立
地
地
域
対
策
、
県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

林
道
維
持
管
理
・
台
帳
管
理
、
林
業
用
施
設
災
害
復
旧
、
広
域
基
幹
林
道
、
治
山
事
業
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

町
道
等
維
持
・
修
路
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

議
会
事
務
、
監
査
委
員
、
福
原
及
び
高
鉾
財
産
区
管
理
会
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

伝
票
事
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

議
会
等
用
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

小
学
校
用
務
員
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

中
学
校
用
務
員
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

課

長

多

田

光

利

臨

時

職

員

北

井

幸

代

課

長

補

佐

清

井

信

子

主

事

山
城
真
季
子

嘱
託
員
・
専
任
集
落
支
援
員

田

上

禎

祥

平

岡

友

一

・

参

事

桑

原

定

夫
︵
再
任
用
︶

主

事

補

谷

　

亮

太
︵
新
採
︶

課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長

佐
々
木
紀
之

林
業
振
興
係
長

泉

原

英

和

臨

時

職

員

前
田
あ
ゆ
み

課

長

吉

積

弘

成

課

長

補

佐

新

開

晴

美

主

事

補

岡

本

和

也
︵
新
採
︶

課

長

中

原

雅

和

課

長

補

佐

笹

尾

高

七

事

務

主

任

清

田

祐

志

事

務

主

任

佐
々
木
ゆ
か
り

主

事

後

藤

和

訓

主

事

西

　

利

明

嘱

託

員

佐
々
木
義
浩

主

事

補

長

岡

裕

人

主

事

斎

藤

吾

郎

臨

時

職

員

武

市

頼

治

臨

時

職

員

金

石

　

聡

嘱

託

員

立

石

正

和
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彩保育園
33名

上勝中学校
７名

上勝小学校
７名

新しい季節が始まりました。
お友達と仲良く、勉強に、運動にがんばってね。

ご入学ご入学ご入学 ご入園おめでとうご入園おめでとうご入園おめでとう
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く ぼ た ち か こ

こえみくらいしやてつたふる

教　頭教　諭

古 田 哲 也

教　諭

谷　加奈子

栄養教諭

青 木 恭 子

教　諭

猪 子 浩 子

校　長

片 倉 繁 樹

教　諭

桂 　 正 明

教　諭

木津由加里

英語指導助手

スペンサー・ベッツ

指導教諭

石倉美枝子
あお き きょう こ

はま だ しゅう

教　諭

久保田千賀子

校　長

多代かえで

よね
 　だ　
 　ま　
 　き　

教　諭

米 田 満 紀
ふく なが ひろ 　え　たに
　　
　か　
　な　
　こ　

助教諭

濱 田 　 秀

助教員

細 束 義 高
ほそ
 つか
 よし
 たか

主　任

水 口 理 香
みな
 くち
 　り　
 　か　

用務員

谷 崎 香 里
たに
 ざき
 かお
 　り　

教　諭

福 長 裕 江
たて
いし
　な　
　つ　
　み　

養護教諭

立石菜津美

　や　
 　の　
 のり
 ひろ

教　頭

矢 野 典 浩

かわ
 　の　
 たか
 ひろ

教　諭

川 野 貴 寛

いわ
 　た　
 　ゆ　
 　み　

養護教諭

岩 田 由 美

かた くら しげ き

森 下 稲 子
もり した いな こ

こひろこいのあきまさかつら

りづ ゆ かき

教　諭

谷 　 麻 妃
みあさたに

たりょうたに

助教諭

石 岡 　 幸
ゆきおかいし

しろた

よし
 はら
 とも
 あき

教　諭

原 智 映
はし
 ぐち
 　ゆ　
 　か　

教　諭

橋 口 由 佳

企画環境課

谷 　 亮 太
おか
 もと
 かず
 　や　

産業課

岡 本 和 也

小 

学 

校

中 

学 

校

町 

役 

場

新
規
採
用
職
員

なか
 　ね　
 たか
 ゆき

教　諭

中 根 貴 之

助教諭臨時補助員

矢 金 史 帆

用務員

大久保あや
おお 　く　 　ぼ

西 内 　 栞
しおりうちにしほかねや し

7
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ふるさと納税の状況について

企画環境課

基 金 の 種 類 件数 目　　　　　　　的

ゼロ・ウェイスト関連事業の推進

森林農地の適正管理施策事業の推進

文化振興、文化財等の保存伝承を図る

教育の振興

指定された地域の再生に活用

人材確保育成事業及び彩農業等の振興

高齢者の生きがいと健康の保持増進等，老人福祉に関する事業の推進

消防防災推進及び団員の福利厚生等

まちづくりの推進

３件

３件

１件

７件

４件

１件

３件

３件

２件

２件

ごみゼロ（ゼロ・ウェイスト）推進基金

森林農地適正管理基金

文 化 振 興 基 金

教 育 振 興 基 金

ふるさと創生夢基金

1　集 落 再 生

2　そ　 の 　他

高齢者福祉推進基金

消 防 防 災 基 金

その他（まちづくり推進のため活用）

　ふるさと納税は、寄附をすることで所得税とお住まいの市町村の住民税から一定の控除を

受けることができます。上勝町のホームページでも、ふるさと納税の仕組みや寄附金の使い

みちなどについて紹介しており、寄附金申込書のダウンロードを行うことができます。また、

１万円以上のふるさと納税をされた方に、地元特産品を贈呈しています。

　上勝町は、持続可能な美しいまちづくりをめざし、住民の声を行政に反映させた積極的な

まちづくりに取り組んで参りますので、ご支援とご協力をよろしくお願いいたします。

　平成26年度（平成26年４月から平成27年３月）も多くの皆様からご支援いただきましたの

で、ご報告いたします。

　ご寄附くださった皆様に、あらためてお礼申し上げます。

寄附総額 2,989,000円

ふるさと納税寄附金
温かいご支援ありがとうございます

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十

四
日
に
中
国
四
国
農
政
局
に

お
い
て
、
中
国
四
国
地
域
鳥

獣
被
害
対
策
優
良
活
動
表
彰

式
が
あ
り
、
本
町
の
府
殿
集

落
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
防

護
柵
及
び
緩
衝
帯
な
ど
侵
入

防
止
効
果
を
維
持
す
る
た
め
、

月
に
一
度
の
保
守
点
検
を
継

続
的
に
行
わ
れ
、
防
護
柵
に

番
号
札
を
付
し
て
維
持
管
理

を
効
果
的
に
行
え
る
よ
う
に

工
夫
し
集
落
全
体
で
鳥
獣
対

策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

平成26年度 中国四国地域鳥獣被害対策優良活動表彰

府殿集落受賞
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 行政相談委員が委嘱されました

　本町担当の行政相談委員 
星場眞人さんが退任されま
した。長い間、相談を受け
その解決にあたってこられ
た功績をたたえ、この度総
務大臣より感謝状を受けら
れました。

　平成27年４月１日付けで、桂 洋志さんが新たに総務大臣から行政
相談委員に委嘱されましたのでお知らせします。

　国の仕事、ＪＲ、ＮＴＴ等の特殊法人の仕事、県や町が国の補助を
受けて行っている仕事等について、意見や要望がある方は、行政相談
委員へお気軽にお申出ください。

行政相談委員 桂   洋 志 さん　住所：上勝町大字傍示　電話：（0885）45−0802

上勝町商工会移転のお知らせ

〒771-4501 上勝町大字福原字川北62番地2

上勝町産業会館（旧JA福原支所）

TEL 0885－46－0108・　I P　050－3438－9280
FAX 0885－46－0309

　上勝町商工会は４月１日より移転しました。

　移転により、利便性の向上・安全の確保を図り、
経営支援、地域振興機能の向上をめざしてまいりま
すので、今後ともよろしくお願い申し上げます。

上勝町起業人材確保育成支援事業

移転先

　上勝町から受託し実施している「いろどりインターンシップ」、昨年度は、全国から大学生を中心
に122名の方の参加がありました。上勝町内の農家や企業・団体での研修活動だけではなく、町内一
斉清掃や石積み学校など、行事への参加・サポートも積極的に行いました。インターンシップ事業
は開始から４年が経過し、これまでに延べ548名が参加、その中から20名が上勝町へ移住・就業され
ています。今年度も、今まで以上に研修内容の充実を図り、来
た人皆が上勝町を好きになり、町のことを応援してくれるよう
な受け入れを目指します。研修生が関わることができそうな取
り組みがありましたら、ぜひ株式会社いろどりまでお声掛けく
ださい。また、町内で活動中のインターン生を見かけましたら
気安く声をかけてあげて頂ければと思います。ご協力よろしく
お願いいたします。

株式会社 いろどり インターンシップ事業担当：粟飯原
㈱いろどり ☎0885−46−0166 彩農家での研修の様子

　あ　い　はら

左から花本町長、星場眞人さん、総務省 徳島行政評価事務所 森田所長
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『English Only Policy』= 敷地内の母国語での会話禁止の略看板

さぁいよいよ！

観光地にて。目の前で割られた
ココナッツミルクににこり！

インド人家庭の料理はスパイスが効いています！

高級リゾート地の見学。1泊○十万?!

 

三
月
二
十
九
日
㈰
〜
四
月
六

日
㈪
ま
で
の
九
日
間
、
南
太
平

洋
に
浮
か
ぶ
島
国
﹃
フ
ィ
ジ
ー

共
和
国
﹄
に
上
勝
中
学
校
三
年

竹
中
葵
さ
ん
、
二
年
下
岡
歩
生

さ
ん
、
中
田
美
咲
さ
ん
の
三
名

が
短
期
留
学
し
ま
し
た
。
サ
ポ

ー
ト
に
あ
た
っ
た
の
は
一
般
社

団
法
人
ソ
シ
オ
デ
ザ
イ
ン
の
大

西
正
泰
代
表
と
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
宮

で
す
。

日
本
で
は
英
語
は
二
〇
二
〇

年
よ
り
小
学
校
中
学
年
で
﹁
外

国
語
活
動
﹂
と
し
て
、
高
学
年

で
は
﹁
英
語
科
﹂
と
し
て
授
業

が
始
ま
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
、
社
会
の
中
で
も
必
須
の
ス

キ
ル
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

都
市
部
に
比
べ
校
外
で
英
語
を

学
ぶ
機
会
が
あ
ま
り
見
受
け
ら

れ
な
い
上
勝
町
で
す
が
、
少
人

数
を
生
か
し
た
﹃
教
育
の
町
上

勝
﹄
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
町

の
魅
力
の
一
つ
に
な
れ
ば
と
い

う
こ
と
で
今
回
の
留
学
が
実
現

し
ま
し
た
。

留
学
生
三
名
は
十
二
月
に
町

主
催
の
試
験
に
合
格
し
、
一
月

か
ら
の
二
ヶ
月
間
で
計
七
回
の

留
学
前
学
習
を
行
い
本
番
を
迎

え
ま
し
た
。
現
地
で
は
イ
ン
ド

人
、
フ
ィ
ジ
ー
人
の
家
庭
に
一

人
ず
つ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
て
き
ま
し

た
。竹

中
さ
ん

フ
ィ
ジ
ー
留
学
で
私
が
心
が

け
た
こ
と
は
、
フ
ィ
ジ
ー
の
人

た
ち
に
話
し
か
け
る
と
い
う
挑

戦
を
す
る
こ
と
で
す
。
私
は
今

ま
で
あ
ま
り
挑
戦
を
し
な
か
っ

た
の
で
、
こ
の
フ
ィ
ジ
ー
留
学

を
機
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

私
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
イ

ン
ド
人
の
家
族
で
し
た
。
イ
ン

ド
人
の
人
た
ち
が
食
べ
る
の
は
、

や
は
り
カ
レ
ー
で
し
た
。
朝
・

昼
・
夜
、
全
て
カ
レ
ー
で
し
た
。

日
本
の
カ
レ
ー
と
は
少
し

違
っ
て
、
辛
く
て
具
だ
く

さ
ん
で
し
た
。
︵
ナ
ン
が

も
の
す
ご
く
美
味
し
か
っ

た
で
す
！
︶
そ
の
他
に
も

日
本
と
違
う
と
こ
ろ
は
、

日
が
沈
む
前
の
明
る
い
時

間
帯
に
お
風
呂
に
入
っ
た

り
夕
食
を
食
べ
終
わ
る
と

す
ぐ
寝
た
り
す
る
こ
と
で

す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

が
日
本
と
違

う
と
い
う
こ

と
を
知
り
ま

し
た
。

フ
ィ
ジ
ー

留
学
を
し
て
、

英
語
が
上
達

す
る
部
分
と

上
達
し
な
い

部
分
が
あ
る

と
思
い
ま
し

た
。
上
達
す

る
の
は
聞
く

力
で
、
上
達

し
な
い
と
思

う
の
は
話
す

力
で
す
。
周

り
の
人
た
ち

み
ん
な
が
英

語
で
話
し
て

い
る
環
境
で

い
る
と
、
最

初
は
聞
き
取

れ
な
く
て
も
、
慣
れ
て
く
る
と

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の

で
す
。中

田
さ
ん

私
が
こ
の
留
学
で
心
が
け
た

こ
と
は
、
出
来
る
だ
け
フ
ィ
ジ

ー
の
生
活
に
馴
染
む
と
い
う
こ

と
で
す
。
日
本
と
フ
ィ
ジ
ー
で

は
も
ち
ろ
ん
生
活
や
文
化
が
違

う
の
で
、
フ
ィ
ジ
ー
で
は
フ
ィ

ジ
ー
の
生
活
を
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

留
学
を
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、

英
語
は
間
違
っ
て
い
て
も
積
極

的
に
話
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
会

話
を
し
て
い
て
聞
き
取
れ
な
か

っ
た
と
き
や
、
理
解
で
き
な
か

っ
た
と
き
は
正
直
に
言
う
こ
と

も
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び

中学生がフィジー短期中学生がフィジー短期中学生がフィジー短期 留学に行ってきました！留学に行ってきました！留学に行ってきました！留学に行ってきました！

留
学
生
感
想
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学校外ですが現地の子はたくさん話しかけてくれます

温かい国の食べ物だと実感！

店員さんもとてもフレンドリーです！

いつも明るいフィジー人の子どもたち

ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
留
学
は
英
語
の

上
達
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
周
り
の
人
が
英
語
し

か
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
い
う
環
境

は
英
語
を
話
す
力
に
も
聞
く
力

に
も
な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

普
段
の
生
活
で
は
周
り
の
人
が

英
語
だ
け
し
か
し
ゃ
べ
ら
な
い

と
い
う
こ
と
は
滅
多
に
な
い
の

で
と
て
も
新
鮮
で
い
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

私
は
初
め
て
の
海
外
だ
っ
た

の
で
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し

た
が
、
フ
ィ
ジ
ー
人
の
温
か
さ

で
フ
ィ
ジ
ー
の
生
活
に
馴
染
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
留

学
は
普
段
出
来
な
い
よ
う
な
経

験
が
で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

下
岡
さ
ん

行
っ
て
み
て
気
づ
い
た
こ
と

は
フ
ィ
ジ
ー
人
は
と
っ
て
も
フ

レ
ン
ド
リ
ー
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
普
通
日
本
人
だ
っ
た
ら
通

り
か
か
っ
た
見
知
ら
ぬ
人

に
あ
い
さ
つ
す
る
人
な
ん

て
め
っ
た
に
い
ま
せ
ん
が
、

フ
ィ
ジ
ー
人
は
通
り
か
か

る
と
﹁
ハ
ロ
ー
︵B

U
L
A

!

︶

＝
こ
ん
に
ち
は
﹂
と
声
を

か
け
て
く
れ
る
の
で
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て

学
ん
だ
こ
と
は
フ
ィ
ジ
ー

の
人
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で

心
が
広
い
か
ら
こ
そ
、
国

が
平
和
で
幸
せ
な
の
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

フ
ィ
ジ
ー
留
学
に
行
っ

て
英
語
が
上
達
し
た
の
か

は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、

英
語
に
少
し
意
欲
が
わ
き
ま
し

た
。フ

ィ
ジ
ー
で
は
堤
さ
ん
と
い

う
フ
ィ
ジ
ー
に
十
七
年
間
住
ん

で
い
る
日
本
の
方
に
フ
ィ
ジ
ー

に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、

ガ
イ
ド
し
て
も
ら
っ
た
り
し
ま

し
た
。
堤
さ
ん
は
フ
ィ
ジ
ー
の

魅
力
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
る

か
ら
、
私
た
ち
に
そ
の
魅
力
を

と
て
も
熱
く
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
経
験
し
た
こ
と
は
初
め

て
の
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
け
れ

ど
、
フ
ィ
ジ
ー
に
行
っ
て
い
ろ

ん
な
新
し
い
こ
と
が
知
れ
て
良

か
っ
た
し
、
ま
た
機
会
が
あ
れ

ば
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
運
営
側
が
最
も
大
切
に

し
て
い
た
の
は
留
学
生
自
身
の

﹁
気
持
ち
﹂
で
す
。

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
企
画
に

応
募
す
る
こ
と
、
し
か
も
家
族

と
も
離
れ
て
の
海
外
留
学
へ
の

挑
戦
。
こ
れ
は
す
ご
い
こ
と
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
敢
え
て
手

厚
い
サ
ポ
ー
ト
に
な
り
過
ぎ
な

い
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
挑
戦
を
見

守
っ
て
い
た
つ
も
り
で
す
。

ご
家
族
も
含
め
準
備
や
滞
在

中
全
て
が
大
変
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
留
学
中
涙
を
流
し
た

人
も
い
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
で

は
な
く
、
家
族
と
し
て
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
滞
在
す
る
か
ら
こ
そ
実

感
す
る
﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
壁
﹂
も
い
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
穏
や

か
な
フ
ィ
ジ
ー
人
や
移
住
し
た

日
本
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
学
習

で
は
な
く
言
語
と
し
て
英
語
を

身
近
に
感
じ
る
非
日
常
体
験
を

し
、
彼
女
た
ち
の
表
情
や
歩
く

姿
に
は
ぐ
っ
と
力
が
入
っ
た
よ

う
に
思
え
ま
し
た
。

今
回
は
新
し
い
こ
と
に
﹁
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
！
﹂
と
思
っ

た
人
が
臨
め
る
場
を
設
け
ら
れ

る
上
勝
町
の
大
き
な
魅
力
を
再

認
識
し
た
留
学
と
な
り
ま
し
た
。

上
勝
町
、
関
係
者
各
位
の
皆
様

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
無
事

に
第
一
回
目
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
に
お
き
ま

し
て
も
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中学生がフィジー短期中学生がフィジー短期中学生がフィジー短期中学生がフィジー短期 留学に行ってきました！留学に行ってきました！留学に行ってきました！

運
営
か
ら

次
回
の
留
学
に
向
け
、
報

告
会
及
び
説
明
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

五
月
三
十
日
㈯

十
九
時
〜
二
十
時
半

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容

留
学
生
の
報
告

第
二
回
上
勝
町
短
期

フ
ィ
ジ
ー
留
学
に
つ

い
て
説
明

11

地
域
お
こ
し
協
力
隊

宮

こ
こ
り



　本年度も地域おこし協力隊として、野々山さん、新田さん、宮 さん、百野さん、谷本さん、酒井

さん、そして４月から坂野さんが加わり、７名で地域づくり活動を展開します。

　協力隊と拠点事業者から、これまでの活動内容や抱負などを皆さまにご紹介します。引き続き、地

域の一員として頑張りますので、皆さまのご支援、ご協力をお願いします。　　　　　　企画環境課

協
力
隊  

谷 

本 　

 

徹

二
十
六
年
八
月
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
︵
町
独
自
の
観
光
資
源
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
︶
と
し
て
拝
命
し
ま
し

た
が
正
木
ダ
ム
・
美
愁
湖
の
大
自
然

が
織
り
な
す
風
景
の
素
晴
ら
し
さ
を

カ
ヤ
ッ
ク
で
観
光
、
そ
し
て
シ
ェ
ア

カ
フ
ェ
の
起
業
育
成
の
可
能
性
、
そ

こ
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
﹁
音

楽
の
町
へ
﹂
と
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
こ

と
等
を
目
標
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

カ
ヤ
ッ
ク
は
準
備
を
整
え
な
が
ら

も
約
十
組
の
五
十
人
を
ご
案
内
、
湖

か
ら
見
上
げ
る
町
の
姿
に
感
嘆
の
声

を
頂
き
ま
し
た
。
シ
ェ
ア
カ
フ
ェ
に

は
十
人
の
シ
ェ
フ
が
作
り
だ
す
、
個

性
の
あ
る
美
味
し
い
料
理
を
お
客
様

に
ご
提
供
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
定
期

的
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
様
々
な
ア
マ

チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
集
め
ま

し
た
。
十
一
月
の
﹁
ヤ
マ
ビ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルv

o
l.5

﹂

で
は
上
勝
の
古
民
家
に
百
人
超
え
の

集
客
と
新
聞
で
も
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

二
十
七
年
度
は
、
カ
ヤ
ッ
ク
発
着

場
の
ス
ロ
ー
プ
整
理
を
は
じ
め
、
艇

数
の
確
保
、
安
全
面
の
強
化
、
出
来

る
だ
け
長
い
シ
ー
ズ
ン
楽
し
め
る
よ

う
な
工
夫
、
個
別
イ
ベ
ン
ト
の
利
点

を
生
か
し
て
効
果
的
な
シ
ス
テ
ム
を

構
築
、
な
お
一
層
の
お
客
様
を
呼
べ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
し
て
、
四
月
に
発
足
し
た
か
み

か
つ
観
光
交
流
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

に
、
一
度
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
試
乗
を
し

て
も
ら
い
、
美
愁
湖
と
い
う
山
奥
の

ダ
ム
湖
が
い
か
に
観
光
に
対
し
て
強

力
な
も
の
か
を
認
識
し
て
頂
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

シ
ェ
ア
カ
フ
ェ
は
新
規
発
足
す
る

㈱
上
勝
開
拓
団
の
管
理
と
な
り
、
庵

ノ
谷
開
拓
村
と
な
っ
て
、
多
数
の
起

業
家
を
産
み
出
す
と
思
い
ま
す
。
四

月
二
十
六
日
の
﹁
ヤ
マ
ビ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルv

o
l.6

﹂

で
は
、
参
加
者
二
十
四
組
と
過
去
最

高
の
も
の
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
話
題
を
作
り
出
す
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

﹁
湯
っ
た
り
神
田
茶
屋
﹂
を
利
用

し
た
継
続
的
に
続
け
ら
れ
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
も
視
野
に
い
れ
て
お
り
ま

す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

成
果
と
し
て
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、

上
勝
で
カ
ヤ
ッ
ク
の
イ
メ
ー

ジ
を
作
り
出
せ
た
こ
と
、
シ
ェ

ア
カ
フ
ェ
に
関
わ
り
様
々
な

サ
ポ
ー
ト
を
通
し
町
外
の
人

を
集
客
で
き
た
こ
と
、
そ
し

て
、
そ
の
シ
ェ
ア
カ
フ
ェ
か

ら
派
生
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
よ

り
音
楽
の
町
へ
と
意
識
さ
れ
、

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
も
継
続
が

で
き
そ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

配
慮
す
べ
き
点
と
し
て
勝

浦
川
漁
業
協
同
組
合
と
の
良

好
な
関
係
を
築
き
、
そ
れ
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
や
大
勢

の
人
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
る

混
雑
へ
の
対
応
、
駐
車
場
等

の
確
保
、
安
全
面
の
強
化
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
構
想
と
し
て
カ
ヤ
ッ
ク
を

動
か
せ
る
範
囲
を
広
げ
て
い
き
、
そ

れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
、
満
水

時
の
﹁
月
ヶ
谷
温
泉
キ
ャ
ン
プ
場
発

着
の
カ
ヤ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
﹂
等
は

お
客
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
コ
ン

テ
ン
ツ
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
湯
っ
た
り
神
田
茶
屋
を
利
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ギ
タ
ー
利
用
者
の
少
人
数
編
成
の

ラ
イ
ブ
等
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
小

さ
な
ス
テ
ー
ジ
の
代
わ
り
に
な
る
も

の
を
作
り
、
そ
こ
へ
一
日
五
組
程
度

の
演
奏
者
に
演
奏
し
て
頂
く
よ
う
な

小
規
模
ラ
イ
ブ
の
開
催
を
考
え
て
い

ま
す
。

㈱
上
勝
開
拓
団
に
協
力
し
て
各
地

域
の
お
祭
り
で
の
シ
ェ
ア
カ
フ
ェ
チ
ー

ム
出
店
、
敬
老
会
で
の
演
奏
や
出
し

も
の
、
各
行
事
、
出
役
等
の
手
伝
い

を
す
る
機
会
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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︵
拠
点
事
業
者
︶

ソ
シ
オ
デ
ザ
イ
ン

大 

西 

正 

泰

成
果
や
中
間
経
過
、
今
後
の
構

想
等
に
つ
い
て
、
宮
崎
、
谷
本
両

隊
員
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宮
崎
隊
員
に
つ
い
て
、
教
育
移

住
の
促
進
の
た
め
の
﹁
基
礎
作
り
﹂

に
一
年
半
取
り
組
み
、
塾
、
フ
ィ

ジ
ー
留
学
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
な

ど
、
次
世
代
教
育
の
基
礎
を
築
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

課
題
と
今
後
の
構
想
と
し
て
、

具
体
的
に
一
つ
目
は
、
世
界
の
教

育
機
関
が
必
ず
行
っ
て
い
る
寄
宿

舎
制
度
を
導
入
し
た
り
、
小
中
学

生
が
、
里
山
の
地
元
の
仕
事
に
携

わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行

い
た
い
。
二
つ
目
は
、
フ
ィ
ジ
ー

の
み
な
ら
ず
、
海
外
に
数
か
所
の

上
勝
町
立
の
﹁
分
校
﹂
を
作
り
、

一
学
期
〜
一
年
間
程
度
、
留
学
さ

せ
た
い
。
逆
に
、
海
外
の
子
供
た

ち
を
上
勝
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ

た
り
、
外
国
人
用
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

を
作
り
、
町
内
留
学
の
仕
組
み
を

作
り
た
い
。

以
上
二
つ
を
通
じ
て
、
教
育
産

業
を
お
こ
し
、
教
育
移
住
、
視
察

観
光
な
ど
で
雇
用
を
生
み
だ
し
た

い
。谷

本
隊
員
に
つ
い
て
、
半
年
の

活
動
期
間
で
あ
る
が
、
正
木
ダ
ム
、

漁
業
協
同
組
合
を
は
じ
め
、
皆
様

の
ご
理
解
を
え
て
、
カ
ヤ
ッ
ク
の

で
き
る
美
愁
湖
の
環
境
整
備
が
行

え
ま
し
た
。

駐
車
場
の
確
保
を
は
じ
め
、
受

け
入
れ
態
勢
が
未
成
熟
で
あ
る
点

や
、
救
命
ボ
ー
ト
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
、

さ
ら
な
る
安
全
確
保
の
た
め
の
整

備
に
努
め
た
い
。

今
後
の
構
想
と
し
て
、
上
勝
の

観
光
資
源
を
開
拓
し
て
い
く
こ
と

を
事
業
方
針
と
す
る
会
社
を
設
立

予
定
で
す
。
カ
ヤ
ッ
ク
だ
け
で
な

く
、
﹁
音
楽
の
街
か
み
か
つ
﹂
を

め
ざ
し
、
町
中
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
レ
コ
ー
ド
が
聞
け
、
昭
和
Ｐ
Ｏ

Ｐ
か
ら
ロ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ
ま
で
ス

ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
演

奏
で
き
る
よ
う
に
し
、
上
勝
レ
ー

ベ
ル
の
レ
コ
ー
ド
会
社
が
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

おこし地 域

協力隊協力隊

協
力
隊  

宮

こ
こ
り

若
葉
の
萌
え
る
候
と
な
り
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

上
勝
町
に
来
て
か
ら
二
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
協
力
隊

と
し
て
町
内
で
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
方
に
刺
激
と
励
ま
し
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
は
シ
ェ
ア
ス
ク
ー
ル
や
塾

の
開
始
、
フ
ィ
ジ
ー
へ
の
視
察
、
フ
ィ

ジ
ー
留
学
な
ど
多
く
の
こ
と
を
始
め

る
年
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ェ
ア
ス
ク
ー
ル
は
演
奏
家
の
大

久
保
貴
寛
氏
に
よ
る
生
の
バ
イ
オ
リ

ン
演
奏
と
お
話
に
始
ま
り
、
神
山
に

住
み
な
が
ら
出
身
地
で
あ
る
椿
泊
で

活
動
す
る
谷
脇
研
児
氏
の
お
話
、
八

重
地
地
区
に
お
住
ま
い
の
中
内
英
夫

氏
の
お
話
、
片
寄
靖
子
氏
に
よ
る
ゆ

る
ベ
ジ
料
理
教
室
な
ど
﹁
特
技
﹂
と

﹁
人
の
思
い
﹂
に
焦
点
を
あ
て
た
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
町
内
の
方
に
ご

提
案
い
た
だ
い
た
﹁
大
人
の
数
学
会
﹂

も
六
回
ほ
ど
開
催
し
、
今
年
度
も
継

続
し
て
行
い
ま
す
。

塾
で
は
小
学
生
二
名
が
理
科
実
験

を
中
心
と
し
な
が
ら
国
語
、
算
数
な

ど
学
ん
で
い
ま
す
。
理
科
実
験
は
仮

説
と
検
証
、
国
語
は
検
証
の
言
語
化
、

算
数
は
現
象
の
数
式
化
で
あ
り
、
学

び
が
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て

く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ジ
ー
留
学
も
多
く
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

て
第
一
回
目
の
留
学
が
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
別
ペ
ー
ジ
に
て
ご
報
告
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

二
十
七
年
度
は
現
事
業
を
継
続
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
中
心
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
本
年
度
も
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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︵
拠
点
事
業
者
︶

㈱
か
み
か
つ
い
っ
き
ゅ
う

美 

馬 

由 

実

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

現
状
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
分

析
を
し
て
、
早
く
か
ら
改
善

提
案
を
出
さ
れ
て
お
り
、
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
も
優
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み

方
法
で
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を

し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営

を
し
て
い
く
と
な
れ
ば
数
多

く
の
検
討
課
題
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
の
水
難
事
故

の
責
任
範
囲
を
ど
の
よ
う
に

決
め
る
か
詳
細
な
決
め
事
が

必
要
で
あ
り
、
こ
い
ま
つ
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど

今
後
、
一
年
後
を
想
定
し
て

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
新
た

な
発
想
で
今
以
上
の
集
客
力

の
あ
る
企
画
﹁
ラ
ピ
ュ
タ
構

想
﹂
の
実
行
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

協
力
隊  

野
々
山
　
聡

町
民
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

上
勝
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

野
々
山
で
す
。
い
つ
も
温
か
い

ご
支
援
、
ご
指
導
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
協
力
隊
に
就
任
し
て

か
ら
早
二
年
が
過
ぎ
残
す
と
こ

ろ
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年

度
に
関
し
て
は
﹁
カ
ミ
カ
ツ
・

ネ
イ
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ
﹂
﹁
冬

の
親
子
ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
﹂

な
ど
ツ
ア
ー
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ

め
、
先
進
地
域
へ
の
視
察
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で

行
っ
た
ツ
ア
ー
企
画
・
運
営
の

実
績
や
視
察
地
で
吸
収
し
た
ノ

ウ
ハ
ウ
、
繋
が
り
を
も
と
に
キ
ャ

ン
プ
場
の

再
開
発
計

画
を
提
案

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。
今

年
度
は
協

力
隊
最
終

年
度
と
な

り
ま
す
。

来
年
度
以
降
の
自
立
経
営
に
向

け
て
キ
ャ
ン
プ
場
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

や
デ
モ
ツ
ア
ー
、
人
財
発
掘
・

育
成
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
人
財
育
成
に
関
し
て
は
前

職
の
影
響
も
あ
り
ビ
ジ
ネ
ス
に

と
っ
て
﹃
人
は
財
産
﹄
で
あ
り

﹃
マ
ル
チ
タ
ス
ク
な
人
財
な
き

と
こ
ろ
に
経
営
は
成
り
立
た
ず
﹄

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
終
年
度
の
こ
の
一
年
、
思

う
存
分
や
り
切
り
、
来
年
度
に

は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
る

よ
う
体
現
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
指
導
な
ら
び
に
ご
支
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ネイチャーキャンプでの「ドラム缶風呂」
（場所：森林のあがりはな）

協
力
隊  

百 

野 

大 

地

阿
波
晩
茶
の
販
売
促

進
と
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、

昨
年
か
ら
あ
ら
た
え
の

湯
で
の
定
期
的
な
イ
ベ

ン
ト
開
催
を
行
い
ま
し

た
。阿

波
晩
茶
を
使
用
し

た
商
品
開
発
、
茶
葉
の

選
別
後
の
粉
茶
を
加
工

し
、
晩
茶
餡
を
は
じ
め

と
す
る
和
菓
子
、
晩
茶

そ
う
め
ん
な
ど
茶
葉
の

活
用
展
開
に
成
功
し
ま

し
た
。

ま
た
、
粉
末
を
そ
の

ま
ま
食
品
加
工
業
者
等

に
卸
売
り
す
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。

人
脈
構
築
す
る
上
で
昨
年
は
ク
ラ

ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
を
活
用
し
、
新
た

な
挑
戦
を
す
る
こ
と
と
、
勉
強
会
等

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
徳
島
市
近

郊
に
在
住
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
引
き
続
き
、
い
ろ
ど
り
晩

茶
生
産
組
合
と
協
同
で
阿
波
晩
茶
の

販
売
促
進
と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。
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協
力
隊  

新 

田 

勝 

憲

上
勝
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

地
域
材
需
要
促
進
を
活
動
目
的

と
し
て
、
最
後
の
三
年
目
に
突

入
し
ま
し
た
の
で
、
二
年
間
を

振
り
返
り
活
動
報
告
を
行
い
ま

す
。
平
成
二
十
五
年
度
に
太
陽

光
木
製
架
台
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用

し
た
防
災
避
難
路
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

活
用
し
た
標
識
等
を
計
画
し
、

平
成
二
十
六
年
二
月
に
徳
島
県

補
助
事
業
に
三
事
業
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
早
々
に
㈱
も
く
さ

ん
に
よ
る
製
作
が
始
ま
り
、
吉

野
川
市
鴨
島
町
・
鳴
門
市
北
灘

町
・
高
島
・
美
波
町
田
井
と
色

と
り
ど
り
の
作
業
現
場
に
㈱
も

く
さ
ん
の
社
員
は
勿
論
で
す
が
、

上
勝
町
の
元
気
な
ご
老
体
に
も

色
と
り
ど
り
の
現
場
で
暴
れ
て

︵
仕
事
︶
頂
き
無
事
に
、
平
成

二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
作
業
は
完
了
し
徳
島
県
に
書

類
の
提
出
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

地
域
材
を
活
用
し
た
三
事
業
が

無
事
事
故
も
無
く
完
了
し
た
事

を
、
こ
の
事
業
に
携
わ
っ
て
頂

い
た
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
。

特
に
上
勝
町
の
ご
老
体
四
名
に

は
感
謝
、
感
謝
で
す
。

ま
た
、
二
十
六
年
度
よ
り
新

商
品
と
し
て
開
発
し
た
﹁
足
ま

く
ら
﹂
を
三
月
三
日
か
ら
三
月

五
日
ま
で
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

で
お
披
露
目
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
新
年
度
よ
り
本
格
的
に

新
商
品
と
し
て
販
売
に
乗
り
出

し
て
参
り
ま
す
。
町
内
の
方
々

に
は
、
特
に
﹁
足
ま
く
ら
﹂
の

体
験
を
し
て
頂
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

︵
拠
点
事
業
者
︶

⑭
も
く
さ
ん

笠 

松 

和 

市

地
域
お
こ
し
協
力
隊
木
材

需
用
拡
大
担
当
と
し
て
、
新

田
協
力
隊
員
を
受
け
入
れ
二

年
が
経
過
、
こ
の
間
新
し
い

木
材
の
需
要
創
造
を
行
い
、

社
員
等
と
協
力
し
企
画
開
発

か
ら
設
計
、
加
工
、
現
場
施

工
ま
で
一
貫
し
て
事
業
を
実

施
、
木
材
需
用
の
拡
大
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
協
力
隊
員
の

木
材
需
用
拡
大

の
取
り
組
み
に

期
待
す
る
と
同

時
に
、
期
間
終

了
後
当
社
で
力

量
を
発
揮
い
た

だ
き
、
上
勝
町

の
森
林
林
業
木

材
産
業
の
発
展

に
ご
尽
力
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

︵
拠
点
事
業
者
︶

い
ろ
ど
り
晩
茶
生
産
組
合

井
川
圭
太
郎

力
を
あ
わ
せ
て
頑
張

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、
組
合
と
し
て
の
機
能
を

向
上
、
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
農
家

さ
ん
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
構
築
や

買
取
価
格
等
の
引
き
上
げ
に
よ
る
、

製
造
意
欲
の
向
上
に
努
め
た
い
。

フ
ォ
ロ
ー
体
制
と
し
て
は
お
茶
摘

み
人
材
確
保
が
昨
年
の
目
標
だ
っ
た

が
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
。

い
ろ
ど
り
晩
茶
生
産
組
合
を
中
心

に
阿
波
晩
茶
の
産
業
化
を
進

め
、
製
造
、
加
工
、
販
売
等
、

阿
波
晩
茶
に
携
わ
る
事
業
と

し
て
、
雇
用
創
出
に
努
め
た

い
。
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さか の 　 あきら

坂 野 　 晶

出
身

兵
庫
県
西
宮
市

現
住
所

上
勝
町
大
字
正
木

趣
味

読
書
Ὶ鳥
の
観
察
Ὶ旅
行
Ὶ乗
馬

本
年
四
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活

動
を
始
め
ま
し
た
、
坂
野
晶
と
申
し
ま
す
。︵
特
非
︶

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
を
拠
点
に
、
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
に
関
す
る
認
証
事
業
化
と
国
内

外
研
修
者
の
受
入
及
び
広
報
活
動
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
て
日
本
に
お
け
る

海
外
研
修
生
受
入
事
業
や
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
海
外
で

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
、
国
際
物
流
企
業
で
の
海
外
営
業

な
ど
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
、
上
勝
町
の
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

促
進
及
び
普
及
啓
発
に
役
立
て
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
所
存
で
す
。

上
勝
町
と
の
ご
縁
は
、
大
学
在
学
中
の
平
成
十

九
年
夏
に
初
め
て
訪
れ
て
以
来
と
な
り
ま
す
。
環

境
政
策
を
専
攻
し
て
お
り
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

政
策
そ
し
て
ゴ
ミ
の
三
十
四
分
別
に
取
り
組
む
町

と
は
一
体
ど
ん
な
所
だ
ろ
う
と
上
勝
町
出
身
の
同

級
生
の
話
に
惹
か
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

そ
れ
以
来
、
上
勝
町
で
出
会
っ
た
み
な
さ
ん
に
惚

れ
込
み
、
毎
年
の
よ
う
に
通
っ
て
参
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
八
年
後
の
今
、
そ
の
同
級
生
と
ゼ
ロ
・
ウ

ェ
イ
ス
ト
に
携
わ
る
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
大
変
感
慨
深
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�������

新規入隊！ 新たに地域おこし協力隊に加わりました坂野晶さんをご紹介します。

協
力
隊  

酒 

井 

睦 

美

日
頃
よ
り
地
域
協
力
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
去
る
三
月
十
五

日
㈰
に
、
い
っ
き
ゅ
う
茶
屋
で
は

十
五
周
年
記
念
感
謝
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。
お
出
か
け
頂
い
た
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
い
つ
も
の
抽
選
会
に

加
え
、
た
こ
焼
き
屋
台
、
株
式
会

社
い
ろ
ど
り
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
が

ご
出
店
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

役
員
の
皆
さ
ん
が
晩
茶
し
る
こ
︵
協

力
隊
百
野
さ
ん
の
製
作
し
た
晩
茶

あ
ん
使
用
︶
を
ふ
る
ま
い
、
ご
好

評
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
雨
で
寒
か
っ
た
の
で
す
が
、
寒

さ
で
お
し
る
こ
の
美
味
し
さ
が
よ

り
引
き
立
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
感
謝
祭
に
合
わ
せ
て
、
記

念
品
ミ
ニ
タ
オ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

ス
タ
ッ
フ
用
エ
プ
ロ
ン
と
の
ぼ
り

旗
の
新
調
を
行
い
ま
し
た
。
デ
ザ

イ
ン
は
、
ス
タ
ッ
フ
松
本
さ
ん
が

作
ら
れ
た
、
消
し
ゴ
ム
版
画
を
も

と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

茶
屋
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
認
知

度
の
向
上
に
役
立
て
ば
、
と
考
え

ま
し
た
。

ま
た
、
登
山
す
る
方
や
ド
ラ
イ

ブ
客
の
需
要
を
見
込
ん
で
、
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
な
ど
菓
子
類
の
販
売
を
始
め
て

い
ま
す
。
少
し
ず
つ
取

り
扱
い
商
品
も
増
え
て

い
ま
す
の
で
、
し
ば
ら

く
茶
屋
に
行
っ
て
な
い

な
と
い
う
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
一
度
遊
び
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！

︵
拠
点
事
業
者
︶

い
っ
き
ゅ
う
茶
屋

山
本
美
惠
子

協
議
会
の
会
員
だ
け
で
は
難
し

か
っ
た
店
内
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
、

仕
入
品
の
販
売
再
開
、
使
い
や
す

い
Ｐ
Ｏ
Ｐ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
作
成
、

十
五
周
年
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
、

具
体
的
な
活
性
化
案
を
ひ
と
つ
ひ

と
つ
実
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

協
力
隊
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
よ
い
刺
激
を
受
け
、
協
議

会
や
会
員
ひ
と
り
ひ
と
り
も
、
い
っ

き
ゅ
う
茶
屋
の
活
性
化
に
向
け
て

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
実
行
し
よ

う
と
い
う
意
識
づ
け
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い

ま
す
。
今

後
も
引
き

続
き
、
町

の
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ

る
店
づ
く

り
を
進
め

て
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
。
ご

意
見
・
ご

要
望
を
お

待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

３月のごみ収集量

◎焼却ごみ

　【前月比】

　一家庭に換算すると

◎容器包装以外のプラスチック製品

　【前月比】

　一家庭に換算すると

7.57t

4t増

1.59kg

1.59t

0.07t増

1.9kg

引き換えは、ひだまりまで。

☎44−6080

今月の当選番号は! ! ポイントカード
作成

随時受付中！

今月の雑紙ポイントキャンペーン当選者

１等（5,000円分商品券）

　２等（2,000円分商品券）

　３等（500円分商品券）

143番

316・302番

386・39番

新事務局長 東輝実さん

皆
さ
ま
の
お
宅
で
眠
っ
て
い
る

今
年
は
も
う
出
さ
な
い
な
ぁ

鯉
の
ぼ
り 

お
譲
り
く
だ
さ
い
！

四
月
一
日
付
け
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー

の
三
代
目
事
務
局
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
東
輝
実
で
す
。

上
勝
町
の
出
身
で
、
大
学
卒
業

後
に
帰
郷
し
二
〇
一
三

年
か
ら
町
内
で
﹁
カ
フ

ェ
・
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
﹂

と
い
う
お
店
を
運
営
し

て
お
り
ま
す
。

上
勝
町
が
掲
げ
る
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
政
策

の
目
標
年
と
な
る
二
〇

二
〇
年
ま
で
あ
と
五
年

と
な
っ
た
今
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
ア
カ
デ
ミ
ー
と
し
て
ど
の
よ
う

な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
の
か
を
町

民
の
皆
様
方
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
今
一
度
考
え
、
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
指
導
、
ご

協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
に
向
け
た
ご

み
を
減
ら
す
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、

本
町
で
は
﹁
く
る

く
る
工
房
﹂
を
運

営
し
、
町
内
の
皆

さ
ま
か
ら
譲
り
受

け
た
も
う
使
わ
な

い
着
物
・
布
地
な

ど
か
ら
新
し
く
バ
ッ
グ
や
小

物
な
ど
の
商
品
を
作
り
、
販

売
し
て
い
ま
す
。

作
り
手
は
主
に
町
内
の
方
、

売
れ
た
商
品
に
対
し
て
、
売

上
に
応
じ
た
額
を
お
支
払
い

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

特
に
人
気
の
商
品
が
、
﹁
鯉
の

ぼ
り
﹂
の
生
地
を
使
っ
た
商
品
！

珍
し
く
目
を
惹
く
柄
は
国
内

の
み
な
ら
ず
、
海
外
の
方
か

ら
も
大
好
評
で
す
。

一
度
は
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
鯉
の
ぼ
り
に
、
新
た
な
命

を
吹
き
込
ん
で
、
よ
り
多
く

の
方
に
上
勝
町
の
ゼ
ロ
・
ウ

ェ
イ
ス
ト
を
知
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
と
な
る
活
動
で
す
。

〜
上
勝
町
の
二
〇
二
〇
年
に
向
け
て
〜

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の

未
来
を
語
る
町
民
会
議

町
民
会
議
の
日
程
は
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

ゼロ・ウェイストアカデミ

ーの藤井さんが退職され、

次期事務局長として東輝実

さんが就任されました！

ご活躍を期待しています！
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18

愛
別
離
苦

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う

知

得

知

得

っ
て

す
る

健
康
情
報

健
康
の

に
な
ろ
う

達
人
達
人
達
人

木

下

英

孝

204

上
勝
町
診
療
所

所
長

健
康
と
は
？

0120-24-8174
24時間　  や ま い な しフリーダイヤル

上勝町無料電話健康相談

﹁
あ
な
た
は
今
、
健
康
で
す
か
？
﹂

と
聞
か
れ
た
ら
、
ど
う
答
え
ま
す

か
。
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
健
康
状

態
が
良
い
か
悪
い
か
、
な
に
を
も

っ
て
判
断
し
ま
す
か
。
﹁
病
気
の

治
療
を
し
て
い
る
か
ら
、
健
康
で

は
な
い
﹂
と
か
、
﹁
足
腰
が
弱
く

て
、
歩
く
の
も
つ
ら
い
か
ら
、
健

康
と
は
い
え
な
い
﹂
と
答
え
る
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
世
界

保
健
機
関
︵
Ｗ
Ｈ
Ｏ
︶
に
よ
る
健

康
の
定
義
で
は
、
﹁
健
康
と
は
、

病
気
で
な
い
と
か
、
弱
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
肉
体

的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
社
会
的

に
も
満
た
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ

と
﹂
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
︵
指
標
︶

と
し
て
は
、﹁
食
事
﹂﹁
排
泄
﹂﹁
睡

眠
﹂
の
三
つ
の
項
目
が
大
切
で
す
。

﹁
腹
が
減
っ
て
、
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
﹂
﹁
ほ
ぼ
毎
日
、
快
便
で

あ
る
﹂
﹁
良
い
睡
眠
が
と
れ
て
い

る
﹂
こ
の
三
つ
の
こ
と
が
う
ま
く

い
っ
て
い
れ
ば
、
自
分
は
健
康
だ

と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

健
康
寿
命
と
は
、
﹁
日
常
生
活

に
制
限
の
な
い
期
間
﹂
で
あ
り
、

﹁
介
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
で

生
活
で
き
る
期
間
﹂
と
考
え
て
良

い
で
し
ょ
う
。
日
本
人
の
平
均
寿

命
は
、
男
性
八
〇
・
二
歳
、
女
性

八
六
・
六
歳
で
、
健
康
寿
命
は
男

性
七
一
・
二
歳
、
女
性
七
四
・
二

歳
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
し
、
何
ら
か
の

介
護
が
必
要
な
期
間
が
、
平
均
で

男
性
は
九
年
、
女
性
は
十
二
年
も

あ
る
と
い
う
の
で
す
。
﹁
健
康
寿

命
を
延
ば
そ
う
﹂
と
い
う
取
り
組

み
は
、
﹁
で
き
る
だ
け
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
期
間
を
延
ば
そ
う
﹂

と
い
う
こ
と
が
目
標
に
な
り
ま
す
。

行
政
の
取
り
組
み
も
必
要
で
す
が
、

各
個
人
の
努
力
が
最
も
大
切
で
す
。

人
は
、
自
分
の
体
の
悪
い
と
こ

ろ
ば
か
り
気
に
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、
心
の
持
ち
よ
う
が
大
切

で
す
。
﹁
私
は
、
血
圧
が
高
い
。

腰
と
膝
が
痛
い
。
で
も
、
そ
れ
以

外
は
健
康
﹂
﹁
私
は
、
胃
癌
の
手

術
を
し
た
。
糖
尿
病
で
イ
ン
ス
リ

ン
治
療
を
し
て
い
る
。
で
も
、
そ

れ
以
外
は
健
康
﹂
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
﹁
い
く
つ
か
病
気

は
持
っ
て
い
る
。
で
も
、
そ
れ
以

外
は
健
康
﹂
と
い
う
﹁
健
康
感
﹂

を
持
っ
て
、
日
々
を
前
向
き
に
暮

ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

出
会
い
が
あ
れ
ば
Ὶ
別
れ
が
あ
り
ま
す
Ί

出
会
い
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
Ὶ
そ
れ
だ
け

多
く
の
別
れ
が
い
つ
か
訪
れ
ま
す
Ί
新
た
な

出
会
い
は
う
れ
し
い
も
の
で
す
が
Ὶ
別
れ
は

つ
ら
く
寂
し
い
も
の
で
す
ね
Ί


愛
別
離
苦

と
は
Ὶ
四
苦
八
苦
の
一
つ
で
Ὶ


愛
す
る
人
と
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦


で
す
Ί
最
も
つ
ら
い
別
れ
は

死
別

で
す

ね
Ί

死

と
い
う
別
れ
は
悲
し
い
け
れ
ど
Ὶ

こ
れ
も
自
然
の
摂
理
と
し
て
受
け
止
め
Ὶ
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
Ί

死
ん
だ
ら

す
べ
て
が
終
わ
り

で
は
な
く
Ὶ
心
の
中
に

生
き
続
け
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す
Ί
そ

し
て
Ὶ
あ
の
世
へ
往
ℕ
て
生
ま
れ
る
 
往
生
 

と
考
え
れ
ば
Ὶ
い
つ
か
再
会
で
き
ま
す
Ί

死

に
ゆ
く
人
は
Ὶ
先
に
逝
ℕ
た
人
た
ち
と
の
再

会
を
喜
ん
で
い
る

と
考
え
れ
ば
Ὶ
つ
ら
い

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
Ί

会
う
は
別
れ
の
始
め
Ί
出
会
い
は
Ὶ
そ
の

人
と
い
つ
か
必
ず
別
れ
る
こ
と
に
な
る
始
ま

り
で
す
Ί
た
だ
別
れ
る
と
き
が
く
る
こ
と
を

悲
し
む
の
で
は
な
く
Ὶ
そ
の
人
と
過
ご
す
時

間
Ὶ
い
ま
を
大
切
に
し
ま
し
ℹ
う
Ί
そ
し
て
Ὶ

楽
し
い
思
い
出
を
大
切
に
Ί

健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

健
康
感
を
持
と
う
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今
年
度
に
次
の
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
対
象
と
な
っ
て
い
る
お
子
様
が

い
る
ご
家
庭
に
予
防
接
種
の
案
内

の
通
知
と
予
診
票
を
お
送
り
し
て

お
り
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
期
間
が
過
ぎ
る
と
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
接

種
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

対
象

今
年
度
六
歳
に
な
る
お
子
様

期
間

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

対
象

小
学
六
年
生
の
お
子
様

期
間

十
三
歳
の
誕
生
日
の
二
日

前
ま
で

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は
、
一
期

三
回
と
二
期
一
回
の
計
四
回
接
種

が
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
予
防

接
種
の
標
準
的
な
接
種
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
及
び
対
象
期
間
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。
特
に

接
種
期
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

七
年
度
の
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控

え
に
よ
り
、
特
例
対
象
と
な
っ
て

い
る
平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
八

年
度
生
ま
れ
の
方
と
、
平
成
十
九

年
度
以
降
生
ま
れ
の
方
で
期
間
が

異
な
る
た
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
で
す

保
護
者
の
皆
様
へ

麻
し
ん
・
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
︵
第
二
期
︶

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て

二
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

︵
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
︶

■
一
期
初
回

三
歳

六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

の
間
隔
を
お
い
て
二
回
接
種

■
一
期
追
加

四
歳

初
回
二
回
目
が
終
了
後
お

お
む
ね
一
年
後
に
一
回
接
種

■
二
期

九
歳

一
期
追
加
終
了
後
五
年
以

上
の
間
隔
を
あ
け
て
接
種
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の

標
準
的
な
接
種
ス
ケ
ジ
奛
ῴ
ル

●
平
成
十
九
年
度
以
降
生
ま
れ

︵
通
常
︶

■
一
期

七
歳
六
か
月
の
誕
生

日
の
二
日
前
ま
で

■
二
期

十
三
歳
の
誕
生
日
の

二
日
前
ま
で

●
平
成
七
年
度
〜

平
成
十
八
年
度
生
ま
れ︵
特
例
︶

■
一
期
、
二
期
と
も
に
二
十
歳

の
誕
生
日
の
二
日
前
ま
で

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
期
間

■
一
期

今
年
度
三
歳
に
な
る

お
子
様
及
び
一
期
接
種
が
未

完
の
、
五
歳
、
六
歳
、
七
歳

に
な
る
お
子
様

■
二
期

小
学
三
年
生
の
お
子
様

■
二
期︵
国
の
積
極
的
勧
奨
対
象
︶

今
年
度
十
八
歳
に
な
る
方

及
び
、
一
期
予
防
接
種
が
完

了
し
て
い
る
十
七
歳
、
十
六

歳
に
な
る
方
。

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
通
知
対
象

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
下
記
の

方
に
通
知
を
お
送
り
し
て
お
り
ま

す
。

中
学
一
年
生
〜
高
校
一
年
生
ま

で
の
お
子
様
が
対
象
で
す
が
、
接

種
後
に
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係

を
否
定
で
き
な
い
持
続
的
な
疼
痛

が
あ
っ
た
事
例
が
多
く
見
ら
れ
た

た
め
、
現
在
、
積
極
的
な
接
種
の

お
勧
め
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
接

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
住
民

課
保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
方

接
種
を
受
け
る
場
合
、
一
週
間

前
ま
で
に
医
療
機
関
に
予
約
を
し

て
下
さ
い
。

●

予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
方

・
上
勝
町
診
療
所
に
備
え
て
あ
り

ま
す
の
で
、
受
付
に
て
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

・
町
外
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
は
、
事
前
に
住
民
課
保
健
師

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●

そ
の
他
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

お
子
様
の
予
防
接
種
の
状
況
に

つ
い
て
や
、
未
接
種
の
予
防
接
種

の
有
無
な
ど
、
ご
不
明
な
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
住
民
課
保
健
師

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

貯筋教室貯筋教室

5月27日㈬ 14〜16時

場　所 コミュニティセンター

講　師 株本泰輔先生 参加費 500円

もちもの：タオル、お茶などをご用意ください。

歯の健康相談
歯科衛生士による歯やお口の相談です。

☎44−5010　IP050−3438−7872

5月7日㈭ 9時30分〜11時30分

※お電話にて上勝町診療所へご予約をお
　願いします。在宅でのご相談も受け付
　けます。お電話ください。

予約制となっております。

上勝町診療所場　所

ゆっくり体をほぐし、無理のない筋ト
レ体操を行います。運動不足・肩こり・
腰痛・膝の痛みのある方は、楽
しく体を動かして、筋力をつけ
る貯筋体操をしてみませんか？
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狂犬病予防注射と犬の登録について狂犬病予防注射と犬の登録について

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
な
ど
に
よ
り
﹁
人
と
農
地
の
問
題
﹂

が
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
事
を
前
提
に
、
農
業
を
始
め
て
間
も

な
い
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
と
し
て
﹁
青

年
就
農
給
付
金
﹂
を
受
け
る
事
が
で
き
ま

す
。本

年
度
一
回
目
の
募
集
を
行
い
ま
す
の

で
希
望
者
は
、
お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ

い
。

○

対
象
者

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
就
農
時
の
年
齢
が
原
則
四
十
五

歳
未
満
の
独
立
・
自
営
就
農
者

○

支
援
水
準

年
間
最
大
百
五
十
万
円
を
最
長
五
年

間

  

要   

件

（一）
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
原
則
四

十
五
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
で
あ
り
、

農
業
経
営
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
強

い
意
欲
を
有
し
て
い
る
こ
と

（二）
以
下
の
要
件
を
満
た
す
独
立
・
自
営
就

農
で
あ
る
こ
と

①
農
地
の
所
有
権
又
は
利
用
権
を
給
付

対
象
者
が
有
し
て
い
る
。
︵
農
地
が

親
族
か
ら
の
賃
借
が
過
半
で
あ
る
場

合
は
、
五
年
間
の
給
付
期
間
中
に
所

有
権
移
転
す
る
こ
と
︶

②
主
要
な
機
械
・
施
設
を
給
付
対
象
者

が
所
有
又
は
借
り
て
い
る
。

③
生
産
物
や
生
産
資
材
等
を
給
付
対
象

者
の
名
義
で
出
荷
・
取
引
す
る
。

④
給
付
対
象
者
の
農
産
物
等
の
売
上
げ

や
経
費
の
支
出
な
ど
の
経
営
収
支
を

給
付
対
象
者
の
名
義
の
通
帳
及
び
帳

簿
で
管
理
す
る
。

（三）
青
年
等
就
農
計
画
を
作
成
し
、
次
の
要

件
を
満
た
し
認
定
を
受
け
る
こ
と

・
計
画
が
上
勝
町
の
基
本
構
想
に
照
ら
し

て
適
正
で
あ
る
こ
と

・
計
画
が
達
成
さ
れ
る
見
込
み
が
確
実
で

あ
る
こ
と

・
農
業
経
営
開
始
５
年
後
ま
で
に
農
業
で

生
計
が
成
り
立
つ
こ
と
　
等

（四）
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
︵
も
し
く
は
位
置
づ
け
ら

れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と
︶

（五）
生
活
保
護
等
、
生
活
費
を
支
給
す
る
国

の
他
の
事
業
と
重
複
受
給
で
な
い
こ
と

（六）
青
年
新
規
就
農
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︵
一

農
ネ
ッ
ト
︶
に
加
入
す
る
こ
と

○

募
集
期
間

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
㈮
ま
で

に
要
件
を
満
た
し
、
書
類
を
提
出
の
こ
と

︵
期
日
厳
守
︶

■
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
課
　
☎
四
六
ー
〇
一
一
一

平
成
二
十
七
年
度  

第
一
回
募
集
に
つ
い
て

青
年
就
農
給
付
金
　
経
営
開
始
型

時　　間 巡　　回　　場　　所

９時～９時10分

９時15分～９時25分

９時35分～９時45分

９時50分～10時

正 木 平 間

下 地

福原下横峯

堂 平

役場支所裏

針木様宅前三つ角

コミュニティーセンター前駐車場

堂平橋（集落センターへの橋前）

５月24日①に狂犬病予防注射と犬の登録の補正が行われます。

■登録料(新規登録犬のみ)　3,000円

■注射料　　　　　　　　3,000円

　生後91日以上の犬が対象です。

・原簿への記入ミスを防ぐため、注射案内のはがきを
必ずご持参ください。
・注射状況によっては、予定時間と多少前後することがありますのでご了承ください。

■お問い合わせ先　住民課　☎46−0111

案 内 板
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午　前

午　前
医 科

歯　　科

午　前

午　前
医 科

歯　　科

午　前

午　前
医 科

歯　　科

午　前

午　前
医 科

歯　　科

月

1

25 　26　※　 　27　※　 28 29

火 水 木 金

午　前

午　前
医 科

歯　　科

５月担当医表

（上勝町診療所） 電　話 44−5010
IP電話 050−3438−7872
FAX 44−5011

医科受付　8時30分〜11時30分/14時〜16時30分
歯科受付　8時30分〜11時30分/13時〜16時30分

6 8

午　　後

13 15

午　　後

20 22

午　　後

27 29

午　　後

1

7

14

21

28

水 木 金

午　　後

（上勝町福原診療所）
電　話 46−0302
IP電話 050−3438−8001
FAX 46−0302医科受付　13時〜16時

※12日、19日午後は、木下医師は往診です。
※26日は木下医師のみで担当します。
※27日は樫原医師のみで担当します。（木下医師は午前中、中学校で健診です。）
※リハビリテーションは、５月11日㈪から毎週月曜日と水曜日の午前９時から11時と、木曜
　日の午後１時半から３時半となります。ご迷惑をかけますが、よろしくお願い致します。

4 6 7 85

11 13 14 15　12　※　

18 20 21 22　19　※　

振替休日

樫　　原木　　下

樫　　原

樫　　原

木　　下

木　　下

樫　　原

樫　　原

　障害者の支援、相談を受付けています。障

害者手帳の取得、補装具、住宅改修、居宅サー

ビスなどどんなことでもお手伝いいたします。

お気軽にお電話ください。

シーズ相談支援事業部 

☎ 0884-24-3366

障害者生活支援相談

毎週日曜日 7時30分〜14時

日比ヶ谷ごみステーション
廃タイヤ…１㎏まで毎に100円

家電製品……有料

廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

毎週木曜日　19時〜21時

場所：役場支所

受講料無料
お申し込み・お問い合わせ

教育委員会（☎45−0111）

英 会 話 教 室

５月21日㈭  13時〜16時30分

コミュニティセンター
　家庭内・近隣との悩みごとなど登記相談
についてもお気軽にご相談ください。

心 配 ご と 相 談

５月23日㈯ ９時〜正午
※毎月第４土曜日9時〜正午まで開催

小松島市総合福祉センター

登 記 無 料 相 談

今 月 の 納 税

納期限 平成27年６月１日㈪

固 定 資 産 税 １期分

軽 自 動 車 税 全期分

督促状の出るもの

　納期限は４月30日㈭でしたが、まだ
未納の方が見受けられます。未納者には、
５月20日㈬に督促状を送付します。
　早急に納めてください。

こどもの日みどりの日 振替休日

木下・樫原

木　下

木下・樫原

木　下

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

住　吉

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

樫　原

木　下

木　下

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

住　吉

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

樫　原

木　下

木　下

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

住　吉

樫　原

樫　原

木　下

木　下

木　下

木　下

木　下

木　下

住　吉
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第
三
十
八
回

彩
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

上勝町体育協会主催

お問い合せ先　上勝町教育委員会　☎45ー0111

日

時

五
月
三
十
一
日
㈰

十
三
時
三
十
分
開
会

集
合
場
所

上
勝
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
は
、

二
本
の
ポ
ー
ル
︵
ス
ト
ッ
ク
︶

を
使
っ
て
歩
行
運
動
を
補
助
し
、

運
動
効
果
を
よ
り
増
強
す
る
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
一
種

で
す
。
ポ
ー
ル
は
、
当
日
に
貸

出
い
た
し
ま
す
。
ポ
ー
ル
貸
出

数
の
た
め
、
参
加
定
員
は
四
十

名
以
内
と
し
ま
す
。︵
先
着
順
︶

要

項

●
コ
ー
ス
は
、
上
勝
小
学
校
か

ら
正
木
ダ
ム
を
周
回
し
ま
す
。

約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離

で
上
勝
の
初
夏
を
感
じ
な
が

ら
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
も
で
き
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
町
内
在
住
者
も
し
く
は
町
内

事
業
所
へ
勤
務
す
る
者

●
大
会
中
の
事
故
な
ど
に
つ
い

て
は
、
主
催
者
は
一
切
責
任

を
負
い
ま
せ
ん
。

準
備
物

動
き
や
す
い
服
装
、
帽
子
、

飲
み
物

 

参
加
お
申
し
込
み

五
月
二
十
五
日
㈪
︵
必
着
︶
ま

で
に
名
簿
を
教
育
委
員
会
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

各
種
団
体
別

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

日

時

五
月
十
七
日
㈰

十
三
時
開
始

予
備
日

五
月
二
十
四
日
㈰

場

所

福
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

要

項

●
一
チ
ー
ム
三
名

●
町
内
在
住
者
も
し
く
は
町
内
事

業
所
へ
勤
務
す
る
者
。

●
小
学
校
三
年
生
以
上
の
子
ど
も

が
参
加
さ
れ
る
時
は
三
人
の
内

一
人
は
保
護
者
も
し
く
は
大
人

の
方
と
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す
。

●
小
学
五
年
生
以
上
。
︵
子
ど
も

だ
け
が
参
加
す
る
場
合
は
保
護

者
の
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。︶

●
大
会
中
の
事
故
な
ど
に
つ
い
て

は
主
催
者
で
は
一
切
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
。

注
意
事
項

一
チ
ー
ム
の
人
数
が
三
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
二
チ
ー

ム
一
組
で
各
ホ
ー
ル
を
競
技
し
、

相
互
に
得
点
を
付
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

 

参
加
お
申
し
込
み

五
月
十
一
日
㈪
︵
必
着
︶
ま
で
に

チ
ー
ム
の
名
簿
を
教
育
委
員
会
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日　時　5月5日㈫ こどもの日
　　　　（神輿渡御は、12時頃）

場　所　高丸山

内　容

・旭の有志による神輿渡御、出店
・かみかつ里山倶楽部によるガイド登

山（事前予約必要）
・ガイド登山ついては折込チラシ「かみ

かつ里山倶楽部便り」をご覧ください

主　催  八重地名

共　催  座・あさひ、かみかつ里山倶楽部

お問い合わせ先

千年の森ふれあい館 Ԡ44－6680

日

時

六
月
十
四
日
㈰

十
時
開
始

場

所上
勝
小
学
校
体
育
館

要

項

●
町
内
在
住
者
も
し
く
は

町
内
事
業
所
へ
勤
務
す

る
者

●
一
チ
ー
ム
四
名
︵
常
時

女
性
が
二
名
以
上
出
場

し
て
い
る
こ
と
︶

●
サ
ー
ブ
は
一
本

●
線
審
・
得
点
係
は
相
互

に
行
い
ま
す
。

●
大
会
中
の
事
故
な
ど
に

つ
い
て
は
、
主
催
者
は

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ

ん
。

※
昼
食
は
各
自
で
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。

 

参
加
お
申
し
込
み

五
月
二
十
九
日
㈮
︵
必
着
︶

ま
で
に
チ
ー
ム
の
名
簿
を
教

育
委
員
会
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ご
縁
談
に
つ
い
て
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
結
婚
を
希
望
さ
れ
る
独
身
男
女
の
方
、
親
御

様
は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
! !

■
相
談
日
時

日
曜
日 
午
前
十
時
Ό
正
午
 

■
会

場

高
鉾
公
民
館

■
相
談
員

か
み
か
つ
Ｑ
ぴ
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー 

二
名

■
お
問
い
合
せ
先か

み
か
つ
Ｑ
ぴ
っ
と
事
務
局︵
瀬
戸
︶

︵
教
育
委
員
会
内
︶
☎
四
五
ー
〇
一
一
一

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
可

※
秘
密
及
び
個
人
情
報
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
本
年
度
は
特
に
決
ま
っ
た
相
談
日
を
設
け
て
お

り
ま
せ
ん
。
相
談
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

必
ず
事
前
に
事
務
局
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
来
談

者
の
方
が
都
合
が
良
い
日
曜
日
に
相
談
会
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

か
み
か
つ
Ｑ
ぴ
っ
と

か
み
か
つ
Ｑ
ぴ
っ
と

Eメール kyou iku i inka i01@kamikatsu . jp

高丸山大祭開催
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平成
27年度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

               

健
康
診
査
に
つ
い
て

健
康
診
査
受
診
券
を

お
送
り
す
る
時
期

健
康
診
査
申
込
書
の

送
付
時
期
︵
予
定
︶

今
年
度
も

経
営
所
得
安
定
対
策
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

制
度
の
内
容

○

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

︵
麦
・
大
豆
・
そ
ば
・
な
た
ね
︶

○

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

︵
戦
略
作
物
助
成
・
二
毛
作
助
成
・

耕
畜
連
携
助
成
・
産
地
交
付
金
︶

○

米
の
直
接
支
払
交
付

○

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策

■
お
問
い
合
わ
せ
先

中
国
四
国
農
政
局

徳
島
地
域
セ
ン
タ
ー

☎
〇
八
八
ー
六
二
二
ー
六
一
三
二

平
成
二
十
七

年
度
水
稲
実
施

計
画
の
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、

昨
年
度
実
施
計

画
を
さ
れ
て
い

な
い
方
で
、
今

年
度
提
出
さ
れ
る
方
は
五
月
二
十
二

日
ま
で
に
上
勝
町
産
業
課
︵
☎
四
六

ー
〇
一
一
一
︶
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

産
業
課

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
重
症
化
の

予
防
の
た
め
、
健
康
診
査
を
実
施
し
ま

す
。健

康
診
査
の
対
象
と
な
る
方
に
は
﹃
健

康
診
査
受
診
券
﹄
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○

入
院
・
施
設
な
ど
へ
入
所
さ
れ
て
い

な
い
方
ま
た
は
生
活
習
慣
病
と
診
断

さ
れ
て
い
な
い
方

平
成
二
十
七
年
八
月
︵
予
定
︶

○

上
記
以
外
の
方
で
、
平
成
二
十
七
年

四
月
以
降
、
血
液
検
査
や
尿
検
査
を

し
て
い
な
い
方

平
成
二
十
七
年
八
月
以
降
準
備
が

で
き
次
第
、
市
町
村
担
当
窓
口
に
健

康
診
査
申
込
書
を
備
え
付
け
ま
す
の

で
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
担

当
窓
口
に
健
康
診
査
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○

平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

た
方加

入
時
期
に
応
じ
、
次
の
と
お
り

五
月
か
ら
十
月
ま
で
の
間
に
健
康
診

査
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。
入
院
を

さ
れ
て
い
な
い
方
ま
た
は
生
活
習
慣

病
と
診
断
さ
れ
て
い
な
い
方
で
受
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
広
域
連
合
事

務
局
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
受

診
券
を
後
日
送
付
し
ま
す
。

①
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
加
入
さ
れ
た
方
⋯
⋯
⋯
五
月

②
四
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
加
入
さ
れ
た
方
⋯
⋯
⋯
六
月

③
六
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
加
入
さ
れ
た
方
⋯
⋯
⋯
八
月

④
八
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
加
入
さ
れ
た
方
⋯
⋯
⋯
九
月

⑤
九
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の

間
に
加
入
さ
れ
た
方
⋯
⋯
⋯
⋯
十
月

○

健
診
項
目

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

尿
検
査

○

受
診
費
用

無
料

○

受
診
期
間

受
診
券
を
受
け
取
ら
れ
た
と
き
か
ら

平
成
二
十
七
年
十
二
月
末
日
ま
で

  

お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
事
業
課

徳
島
市
川
内
町
平
石
若
松
七
十
八
番
地
一

☎
〇
八
八
ー
六
七
七
ー
三
六
六
六

入
院
を
さ
れ
て
い
た
方
ま
た
は

生
活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ
た
方
は
、

す
で
に
健
康
状
態
を
把
握
さ
れ
、

医
師
の
指
導
を
受
け
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
健
康
診
査

の
対
象
者
か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、
生
活
習
慣
が

発
症
原
因
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
病
気
で
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
性
疾
患
、
脂
質
異
常
症
、

虚
血
性
心
疾
患
、
そ
の
他
心
疾
患
、

く
も
膜
下
出
血
、
脳
内
出
血
、
脳

梗
塞
、
脳
動
脈
硬
化
、
そ
の
他
脳

血
管
疾
患
、
動
脈
硬
化
が
あ
り
ま

す
。



　40〜64歳は医療保険の保険料に介護保険分も含まれていましたが、

65歳になった月（65歳の誕生日の前日がある月）からは介護保険料は

単独で納めます（送られてくる納付書で納めてください）。

　なお、65歳になる年度は医療保険の保険料に介護保険分が含まれてい

ますが、これは年度初め（４月）から65歳になる月の前月までの分を、

年度末（３月）までの納期に分けているためで、保険料を二重に納めて

いるわけではありません。

65歳になる年度の介護保険料について

所 得 段 階 対 　 　 　 象 　 　 　 者 保険料率 年額保険料

●生活保護を受けている人

●世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を
受けている人または前年の合計所得金額＋課
税年金収入額が80万円以下の人

●世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額

＋課税年金収入額が80万円超120万円以下の人

●世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得

金額＋課税年金収入額が120万円超の人

●世帯の誰かに住民税が課税されているが本人
は住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課
税年金収入額が80万円以下の人

●世帯の誰かに住民税が課税されているが本人

は住民税非課税で、第４段階以外の人

●本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が

120万円未満の人

●本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が

120万円以上190万円未満の人

●本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が

190万円以上290万円未満の人

●本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が

290万円以上の人

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

31,320円

52,200円

52,200円

62,640円

69,600円

83,520円

90,480円

104,400円

118,320円

基準額
×0.45

基準額
×0.75

基準額
×0.75

基準額
×0.9

基準額

基準額
×1.2

基準額
×1.3

基準額
×1.5

基準額
×1.7
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介護保険料の決まり方
　介護保険料は、本人と世帯の課税状況や所得に応じていくつかの段階に分けられ、個人ご

とに決まります。あなたの保険料を確認してみましょう。

あなたに
住民税が課税
されている

老齢福祉年金を
受給している

前年の
合計所得金額は？

同じ世帯に住民税を
課税されている人が

いる

前年の合計所得金額＋
課税年金収入額が

80万円以下

前年の合計所得金額＋
課税年金収入額が

80万円以下

前年の合計所得金額＋
課税年金収入額が

120万円以下

120万円未満

120万円以上190万円未満

190万円以上290万円未満

290万円以上

スタート

生活保護を
受給している

＝
市区町村で介護保険の給付にかかる費用×65歳以上の人の負担分（22％）

市区町村の65歳以上の人数

※各所得段階において介護保険料を決める基準となる金額のことです。

基準額※

●老齢福祉年金とは…
　明治44年４月１日以前に生まれた人などで、
一定の所得がない人や、他の年金を受給できない
人に支給される年金。

●合計所得金額とは…
　収入金額から必要経費に相当する金額（収入の
種類により計算方法が異なります）を控除した金
額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控
除をする前の金額。

●課税年金収入額とは…
　国民年金・厚生年金・共済年金など課税対象と
なる種類の年金収入額のことです。なお、障害年金・
遺族年金・老齢福祉年金などは含まれません。

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

いいえ

はい
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

喰
田
町
営
住
宅

建設課　☎46ー0111（代表）

こ
の
た
び
、
喰
田
町
営
住
宅

に
お
い
て
二
戸
、
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

町
営
住
宅
は
、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
低
所
得
者
の
た
め
に
建

て
ら
れ
た
賃
貸
住
宅
で
す
。

町
単
独
住
宅
等
と
は
異
な
り
、

公
営
住
宅
法
や
上
勝
町
営
住
宅

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
等
に
よ
り
入
居
基
準
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

基
準
に
適
合
し
な
い
方
は
入
居

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
居
資
格
等
を
ご
確
認
の
う

え
、
申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
申
込
み
さ
れ
る
方
は
、

地
域
の
自
治
組
織
に
加
入
で
き

る
方
に
限
り
ま
す
。

   

募
集
住
宅
の
概
要

（一）
喰
田
町
営
住
宅

住
宅
名

喰
田
町
営
住
宅

︵
大
字
福
原
字
栩

ヶ
谷
八
十
一
番
地
︶

構

造

木
造
二
階
建

︵
三
Ｌ
Ｄ
Ｋ
︶

入
居
対
象

世
帯

募
集
戸
数

二
戸

︵
一
ー
一
、二
ー
一
︶

   

入
居
申
込
受
付
期
限

五
月
七
日
㈭
〜
五
月
二
十
二

日
㈮
十
七
時
ま
で
︵
受
付
期
限

ま
で
に
申
込
み
が
な
か
っ
た
場

合
は
随
時
受
付
︶

平
成
二
十
七
年
六
月
入
居
予

定

   

入
居
申
込
が
で
き
る
資
格

（一）
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

（二）
同
居
す
る
親
族
︵
内
縁
関
係

に
あ
る
方
及
び
婚
約
者
を
含

む
︶
が
い
る
こ
と
。

（三）
収
入
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。

・
収
入
基
準

所
得
月
額
が
十
五
万
八
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と

︵
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者

世
帯
及
び
子
育
て
世
帯
は
二

十
一
万
四
千
円
︶

所
得
月
額
と
は
、
本
人
及

び
同
居
者
の
合
計
所
得
金
額

︵
経
費
控
除
後
の
金
額
︶
か

ら
諸
控
除
額
︵
同
居
親
族
控

除
、
障
が
い
者
控
除
等
︶
を

差
し
引
い
て
十
二
ヶ
月
で
割

っ
た
金
額
。

（四）
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
。

（五）
申
込
者
及
び
同
居
す
る
親
族

が
、
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

（六）
申
込
者
及
び
同
居
す
る
親
族

が
、
国
税
、
地
方
税
の
滞
納

を
し
て
い
な
い
こ
と
。

（七）
原
則
と
し
て
、
地
域
の
自
治

組
織
に
加
入
す
る
こ
と
。

   

家

賃

等

（一）
家
賃入

居
さ
れ
る
世
帯
の
収
入

及
び
部
屋
に
よ
っ
て
、
毎
年

度
、
家
賃
の
変
動
が
あ
り
ま

す
。二

万
円
〜
四
万
円
位
／
月

（二）
共
益
費

無
し

   

申
込
方
法

役
場
建
設
課
又
は
支
所
に
あ

り
ま
す
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
入
居

を
希
望
さ
れ
る
親
族
で
収
入
の

あ
る
方
全
員
及
び
連
帯
保
証
人

︵
二
名
︶
の
所
得
証
明
書
︵
平

成
二
十
六
年
度
︶
、
納
税
証
明

書
︵
平
成
二
十
六
年
度
︶
と
合

わ
せ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
連
帯
保
証
人
の
二
名

は
保
証
能
力
が
あ
り
、
か
つ
国

税
・
地
方
税
の
滞
納
が
な
い
方

を
選
任
し
て
く
だ
さ
い
。

   

選
考
方
法

受
付
期
限
ま
で
に
複
数
の
申

込
が
あ
っ
た
場
合
は
、
上
勝
町

営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
、
同
施
行
規
則
に
よ

り
入
居
者
を
選
考
し
ま
す
。

   

注
意
事
項

町
営
住
宅
で
は
犬
猫
等
の
ペ

ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
し
て
お
り

ま
す
。

2F1F

（１−１、２−１）

喰田町営住宅
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問い合わせ先　上勝町役場

正
木
・
田
野
々
単
独
住
宅

こ
の
た
び
、
正
木
単
独
住
宅

な
ら
び
に
田
野
々
単
独
住
宅
に

お
い
て
次
の
と
お
り
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

   

募
集
住
宅
の
概
要

（一）
正
木
単
独
住
宅

住
宅
名

正
木
単
独
住
宅

︵
大
字
正
木
字
西

浦
四
十
九
番
地
四
︶

構

造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
三
階
建

入
居
対
象

世
帯
用

︵
三
Ｄ
Ｋ
／

六
六
四
三
〇
㎡
︶

募
集
戸
数

一
戸

︵
三
〇
六
号
室
︶

（二）
田
野
々
住
宅

住
宅
名

田
野
々
住
宅

︵
大
字
旭
字
中
村

九
番
地
︶

構

造

木
造
二
階
建

入
居
対
象

世
帯
用

︵
三
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／

八
二
㎡
︶

募
集
戸
数

一
戸
︵
Ｆ
ー
５
︶

入
居
対
象

単
身
用

︵
一
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／

五
五
㎡
︶

募
集
戸
数

一
戸
︵
Ｓ
ー
２
︶

   

入
居
申
込
受
付
期
限

五
月
七
日
㈭
〜
五
月
二
十
二

日
㈮
十
七
時
ま
で
︵
受
付
期
限

ま
で
に
申
込
み
が
な
か
っ
た
場

合
は
随
時
受
付
︶

平
成
二
十
七
年
六
月
入
居
予

定

   

入
居
申
込
が
で
き
る
資
格

（一）
町
内
の
各
産
業
に
就
労
す
る

後
継
者
及
び
指
導
者
又
は
、

町
外
か
ら
転
入
し
町
内
の
各

産
業
に
就
労
す
る
後
継
者
、

指
導
者
で
あ
る
こ
と
。

（二）
世
帯
部
屋
は
同
居
す
る
親
族

︵
内
縁
関
係
に
あ
る
方
及
び

婚
約
者
を
含
む
︶
が
い
る
こ

と
。

（三）
町
に
定
住
し
、
地
域
発
展
に

貢
献
で
き
る
若
い
者
で
あ
る

こ
と
。

（四）
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
。

（五）
申
込
者
及
び
同
居
す
る
親
族

が
、
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

（六）
申
込
者
及
び
同
居
す
る
親
族

が
、
国
税
、
地
方
税
の
滞
納

を
し
て
い
な
い
こ
と
。

（七）
原
則
と
し
て
、
地
域
の
自
治

組
織
に
加
入
参
画
す
る
こ
と
。

   

家

賃

等

（一）
正
木
単
独
住
宅

世
帯
用

三
万
五
千
五
百
円

︵
共
益
費
込
み
︶

（二）
田
野
々
単
独
住
宅

世
帯
用

三
万
五
千
円

︵
共
益
費
五
千
円
別
途
︶

単
身
用

二
万
三
千
円

︵
共
益
費
五
千
円
別
途
︶

（三）
駐
車
場
は
各
戸
に
一
台
分
は

家
賃
に
含
む
。
世
帯
用
に
つ

い
て
は
１
台
追
加
可
能
二
千

円
。

   

申
込
方
法

役
場
建
設
課
又
は
支
所
に
あ

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
入
居
を
希
望
さ
れ
る

親
族
で
収
入
の
あ
る
方
全
員
及

び
連
帯
保
証
人
︵
一
名
︶
の
所

得
証
明
書
︵
平
成
二
十
六
年
度
︶、

納
税
証
明
書
︵
平
成
二
十
六
年

度
︶
と
合
わ
せ
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
連
帯
保
証
人
の
１
名

は
保
証
能
力
が
あ
り
、
か
つ
国

税
・
地
方
税
の
滞
納
が
な
い
方

を
選
任
し
て
く
だ
さ
い
。

   

選
考
方
法

受
付
期
限
ま
で
に
複
数
の
申

込
が
あ
っ
た
場
合
は
、
上
勝
単

独
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
、
同
施
行
規
則
に
よ

り
入
居
者
を
選
考
し
ま
す
。

   

注
意
事
項

町
営
住
宅
で
は
犬
猫
等
の
ペ

ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
し
て
お
り

ま
す
。

単身用（Ｓ−２）

306号室

世帯用（Ｆ−５）

田野々住宅

正木住宅

1F 2F

1F 2F
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国民年金の手続き（種別
変更）はお済みでしょうか？

お問い合わせ先　住民課

　就職や退職、結婚などで加入者の種別が変わったときは、14日以内に手続をすること

が必要です。

　届け出をしなかったために、将来の年金額等に影響が出る場合がありますので、必要

な手続は早急に済ませましょう。

■国民年金の加入者は３つの種別で分けられます。
　●　第１号被保険者………自営業、学生など（第２号、第３号被保険者以外の方）
　●　第２号被保険者………会社員などの厚生年金保険・共済組合等の加入者
　●　第３号被保険者………会社員など（第２号被保険者）に扶養されている配偶者

■種別が変わるときには届出が必要です。

　国民年金は20歳から60歳までのすべての方が加入することになっています。

　しかし、国民年金保険料を納めることが困難な学生には、本人の前年の所得が一定額

以下の場合、保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。

■対象となる学生

　大学(大学院)・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校および各種学校（知事の認可

を受けている学校で修業年限が１年以上である課程）に在学する20歳以上の学生で、学

生本人の前年の所得が118万円以下であるとき。

■手続き

　在学証明（原本）または学生証の写し、年金手帳、印鑑をお持ちになり、住民登録を

している市町村役場国民年金担当窓口で申請してください。（毎年申告が必要です。）

■承認を受けた期間

　学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事故にあった場合には、障害基礎

年金または遺族基礎年金を受けることができます。また、学生納付特例期間は、老齢

基礎年金の受給資格期間に算入されますが、老齢基礎年金の年金額には反映されません。

■保険料の追納制度

　承認された期間については、保険料を全額納付したときに比べ、受け取る年金額が

少なくなります。このため、これらの期間は10年以内であれば、あとから保険料を納

付することができる「追納制度」があります。なお、保険料の免除若しくは納付猶予

を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に保険料を追納する場合には、承認

を受けた当時の保険料額に経過期間に応じ政令で定める額が加算されます。

学生の皆さん！「学生納付特例制度」をご存知ですか？

第２号

第３号

第３号

第１号

第１号

第３号

勤務先

配偶者の
勤 務 先

配偶者の
勤 務 先

市町村
役 場

市町村
役 場

配偶者の
勤 務 先

第１号

第２号

就職して厚生年金か共
済組合に加入した

会社員と結婚して被扶
養配偶者になった

夫が就職して、被扶養
配偶者になった

転職して自営業になった
（被扶養配偶者も第1号被保険者になります）

会社を退職して自営業
者の妻になった

会社を退職して会社員の
被扶養配偶者になった

現在の種別 種別の変わる事由 変更後の種別 届け出先

第１号

第１号

第１号

第１号

第２号

第３号

市町村
役 場

市町村
役 場

市町村
役 場

市町村
役 場

勤務先

配偶者の
勤 務 先

第３号

夫が会社を退職した

会社員の夫と離婚した

収入が増え、被扶養配
偶者でなくなった

夫が亡くなった

会社に就職して被扶養
配偶者でなくなった

夫が転職し、厚生年金から共済組合ま
たは共済組合から厚生年金に変わった

現在の種別 種別の変わる事由 変更後の種別 届け出先

※妻が会社員などで、夫がその被扶養配偶者のときは、「妻」と「夫」を読み替えてください。
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町
民
の
詩
歌

町
民
の
詩
歌

俳 
句

短 

歌

山
笑
ふ
隧
道
長
き
石
畳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
　
子

引
き
出
し
に
出
番
待
ち
た
る
種
々
の
種
　
　
　
　
あ
つ
子

阿
り
し
日
の
天
が
吊
せ
し
そ
ば
の
種
　
　
　
　
　
千
　
恵

花
冷
え
や
夜
道
を
急
ぐ
ハ
イ
ヒ
ー
ル
　
　
　
　
　
枇
　
呂

春
の
山
遠
く
に
白
く
薄
化
粧
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
男

引
鴨
の
や
が
て
小
さ
く
雲
に
消
え
　
　
　
　
　
　
ヤ
ス
ヱ

命
あ
る
こ
と
の
幸
せ
種
を
ま
く
　
　
　
　
　
　
　
美
代
子

花
咲
く
を
楽
し
み
に
し
て
種
を
ま
き
　
　
　
　
　
恭
　
子

鴨
帰
る
は
る
か
海
原
空
の
果
て
　
　
　
　
　
　
　
米
　
子

闇
溶
か
す
天
守
の
白
き
花
篝
　
　
　
　
　
　
　
　
周
　
泉

朝
一
番
桜
花
ら
ん
ま
ん
窓
の
外
感
嘆
し
つ
つ
始
ま
る
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
　
美

花
ぐ
も
り
別
れ
と
出
合
い
の
卯
月
の
季
咲
き
満
つ
さ
く
ら
揺
れ
ゆ
る
心
　
　
　
　
あ
や
子

息
災
に
し
て
幸
せ
の
花
の
春
心
お
き
な
く
曾
孫
は
育
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
子

さ
く
ら
咲
く
大
樹
に
寄
れ
ば
か
す
か
な
る
蜜
吸
う
蜂
の

音
な
る
ら
し
　
　
　
　
三
　

探
し
て
も
見
当
ら
ぬ
バ
ネ
に
気
が
め
い
る
使
い
馴
れ
来
し
剪
定
鋏
　
　
　
　
　
　
た
み
江

墓
参
り
娘
に
遅
れ
お
く
れ
し
て
坂
道
登
る
一
年
の
間
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
恵
子

夜
ざ
く
ら
を
静
か
に
包
む
朧
月
花
の
い
の
ち
が
ひ
と
き
わ
冴
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
恵
美
子

病
み
て
臥
す
夫
の
手
さ
す
り
足
摩
り
し
息
子
の
心
の
や
さ
し
さ
思
う
　
　
　
　
　
節
　
子

春
霞
木
々
の
新
芽
は
萌
黄
色
道
よ
ぎ
り
た
る
野
兎
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ
子

簡
単
に
諦
め
ら
れ
る
恋
な
ら
ば
霧
に
紛
れ
て
消
え
て
し
ま
え
よ
　
　
　
　
　
　
　
秀
　
策

新
緑
芽
吹
く
　
古
里
田
野
々
名
　
寿
会
の
　
皆
さ
ん
に
よ
る

敬
老
会
　
式
典
に
お
招
き
頂
き
　
参
加
　
諸
芸
多
催

精
励
さ
れ
　
舞
踊
の
数
々
　
ギ
タ
ー
奏
楽
琴
の

音
響
　
太
鼓
の
巧
み
な
奏
者
　
先
生
ば
か
り
誠
に

立
派
な
芸
ば
か
り
で
　
賞
賛
の
極
め
　
堪
能

な
ほ
往
復
の
車
さ
ん
　
裏
方
の
ス
タ
ー
フ
皆
様

各
幹
部
の
方
々
に
感
謝
か
ん
激
の
極
め
で
楽
し
い

幸
せ
の
一
日
で
有
難
く
　
我
身
の
老
忘
れ
童
心
に信

　
一

詩

ばら組

◆ 彩保育園 ◆

お
ぼ
ろ



30

平成27.４.１現在

戸籍の窓口

上勝町診療所 ☎44-5010   勝浦病院 ☎42-2555

グ
リ

ー
ン

情
報

か
み

か
つ

発
信

5
平

成
2
7
年

５
月

１
日

発
行
（

毎
月

１
回

発
行

）
№

5
3
0

印
刷

・
鳥

海
印

刷
㈲

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

３月の視察来町者数平成27年

件　　　　　　  名2 7 2 2 7

前月比

人 口
男
女

世帯数

1,717人（△16）
815人（△９）
902人（△７）
834戸（△９）

高齢化率　51.60％

正 木

傍 示

福 原

生 実

旭

553人（△4）
303人（△5）
241人（△2）
285人（△5）
335人（　0）

248戸（△3）
143戸（△2）
123戸（△1）
142戸（△1）
178戸（△2）

平日 18時~翌朝9時　休日 19時~翌朝9時

夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表

日　　時 救急病院名

５月１日㈮

５月３日㈰

５月５日㈫

５月７日㈭

５月９日㈯

５月11日㈪

５月13日㈬

５月15日㈮

５月17日㈰

５月19日㈫

５月21日㈭

５月23日㈯

５月25日㈪

５月27日㈬

５月29日㈮

５月31日㈰

６月２日㈫

勝 浦 病 院 
 

勝 浦 病 院 
 

勝 浦 病 院 
 

勝 浦 病 院 
 

勝 浦 病 院 
 

上勝町診療所
 

勝 浦 病 院 
 

勝 浦 病 院 
 

勝 浦 病 院 
 

上勝町診療所
 

勝 浦 病 院 
 

勝 浦 病 院 
 

上勝町診療所
 

勝 浦 病 院 
 

勝 浦 病 院 
 

勝 浦 病 院 
 

上勝町診療所
 

つつしんでご冥福をお祈りします

中 尾 芳 子 さん 86歳 （傍示）

古 田 壽 春 さん 74歳 （福原）

インターネット及びCATV・I P電話サービスの

入会・お問い合せ窓口
インターネット及びCATV・I P電話サービスの

入会・お問い合せ窓口
故障かな？と思ったら下記までお問い合せください。

NTTビジネスソリューションズ株式会社
四国支店 地域情報センタ

0120－960－138　ＩＰ 050‐3438‐9877
受付時間　９時～17時（平日）

小松島警察署福原駐在所だより

●火の用心。
　たばこの不始末は一番多い火事の原因です。

●車上狙い防止対策
　車内座席の上等、外から見える所に財布等貴重品を置
かないことです。窓ガラスを割られます。

●山岳遭難防止のために
　単独登山は避けましょう。また、パーティの体調や疲
労に注意を払い、コースの状況・気象条件等に応じて下
山するなど、冷静に判断しましょう。正午には山頂明る
いうちに下山等余裕のある行程を。

●万一、遭難したときは落ち着いて！
　携帯電話は待ち受け専用にし、電池の消耗を防止しましょう。
　救助のヘリコプターが発見しやすいよう、尾根や見晴
らしの良い場所（上の方）に出ましょう。

●最後に
　登山はあくまで自己責任で行うものです。安全に下山
できるように、自分で登山計画の管理を徹底しましょう。

小松島警察署福原駐在所　☎ 46 − 0024

一般廃棄物運搬支援事業

平成27年５月日程

八重地地区

市 宇 地 区

福 原 地 区

13日㈬

田野々地区

生 実 地 区

正 木 地 区

傍 示 地 区

14日㈭

15日㈮

18日㈪

19日㈫

　当日ご不在やごみのない場合、粗大ごみのある時はゼロ・ウェ
イストアカデミー（☎44−6080）までご連絡お願い致します。

〜火災防止と春の
行楽期における山岳遭難の防止〜

　徳島県立小松島西高等学校勝浦校より、「上勝町の花リンドウのポット苗」をご寄贈いた

だけます。住民の皆さまに「リンドウ苗」を先着順に本庁にて無料で配布いたしますので、

ご希望の方は役場企画環境課へお申し込みください。配布開始日は５月14日㈭から、配布

時間帯は８時30分から17時となっております。
申込先　企画環境課　☎46−0111（代表）


